
 1 

   

 

 
                  0  

       

今月のフェアリー詰将棋  

・ 第 148 回 WFP 作品展（再掲） 

・ 第 149 回 WFP 作品展 

・ 第 1 回 Lortap 入門作品展（再掲） 

・ 第 14 回フェアリー入門（ライフル協力詰） 

・ 第 1 回フェアリー入門別館 

・ Fairy of the Forest#73 

・ 第 2 回最後の１ピース作品展（馬屋原剛） 

・ 推理将棋第 159 回出題 

 

結果発表 

・ 第 147 回 WFP 作品展 

・ 推理将棋第 157 回出題 

・ 第 13 回フェアリー入門（禁欲協力詰） 

・ 協力詰・協力自玉詰解付き＃９（駒井めい） 

 

読み物 

・ 実験室の悲劇（第１4 回）（占魚亭） 

・ 第 15 回フェアリー入門（All- in- Shogi協力詰）（伊

達悠） 

・ 駒全マネ取禁：例題集（一乗谷酔象） 

・ 冪和の不等式／神無太郎  

・ 今月の手筋（邪魔駒設置） 
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はじめに 

  

 

WBC 

  

 コロナの規制もかなり緩和されていろいろな

スポーツも通常通り開催されるようになりまし

た。観客席で声を出して応援できるというのが

いいですね。選手も応援の力で何パーセントか

実力以上のパフォーマンスが出せると思います

し盛り上がること間違いなしです。  

 ３月９日から WBC の日本が入っているプー

ル B が開幕します。日本、韓国、オーストラリ

ア、中国、チェコの５カ国のリーグ戦。上位２

チームに入ればいいので予選は突破してくれる

ことでしょう。  

しかしながら今回は大リーグからもかなり

選手が参加しており、過去の大会からはかなり

様相が変化していますね。どうなるのでしょう

か？アメリカ、ドミニカ、プエルトリコ、日本

が優勝候補といえるでしょうが、対戦時の先発

ピッチャーがどこの国で誰という戦略が重要に

なってくると思うので本当に予想し難いですね。 

私の好きなカープからは抑えの栗林選手が

参戦します。キャンプでも調子が良さそうです

ので期待しています。  

サッカーJ リーグも開幕しました。３月末か

らはプロ野球も開幕します。そして今年９月～

１０月にはラグビーのワールドカップフランス

大会もあります。テレビの前で応援する楽しみ

が目白押しです。  

WFP は今年 6 月に 180 号で満 15 周年を迎え

ます。何か企画物を開催したいと思いますので

よい案がありましたら是非編集部までお願いし

ます。  

 

               たくぼん  

 

 

作品  

 フェアリー作品、PG、推理将棋はそれぞれの

投稿先へ投稿下さい。  

 

 読み物  

 フェアリー詰将棋に関するものに限らず日常

のことでも研究物でも４コマ漫画からパロディ、

イラスト、マイベスト１０、自己紹介、何でも

OK です。  

 

感想  

 

第１７６号の感想、今後の要望、ご意見等な

んでも結構です。是非メールにて私まで  

 皆様の反応が私の意欲に成りますので是非ご

協力をお願いします。  

 

読み物、感想の投稿はこちらまで  

 

たくぼん：takuji@dokidoki.ne.jp 

 

 

協力いただいている方々の HP アドレス 

*ご協力感謝します 

 

妖精都市 

http://cavesfairy.g1.xrea.com/pub/ 

 

詰将棋メモ 

http://toybox.tea-nifty.com/  

 

詰将棋おもちゃ箱 

http://www.ne.jp/asahi/tetsu/toybox/ 

 

Onsite Fairy Mate 

http://k7ro.sakura.ne.jp/ 

 

K.Komine’s Home Page 

http://19900504.web.fc2.com/index.html 

 

フェアリー時々詰将棋 

http://fairypara.blog.fc2.com/ 

 

占魚亭残日録 

https://sengyotei.hatenablog.com 
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第148回WFP作品展(再掲)及び 

第149回WFP作品展  担当：神無七郎 

 作者は「誤記」 

しばらく理屈っぽい話が続いたので、気分を

変えるため今回は雑談です。雑談と言っても「ア

ンドリス・ネルソンスのリヒャルト・シュトラ

ウス管弦楽作品集は良かった」とか「昨年の暮

れに、この辺では珍しいセイタカシギを見つけ

た」とかいう話ではありません（そんな話もし

たいですが）。詰将棋関連の昔話です。  

時は 1985 年。ばか自殺詰（協力自玉詰）の双

裸玉がまだ珍しかったころ、私はフェアリーラ

ンドにばか自殺詰双裸玉 6 作をまとめて投稿し、

この年の 4 月号で他の方々の双裸玉作品と共に

出題されました。29 題の大量出題です。この号

は詰パラ通巻 350 号ということで、森茂氏・花

沢正純氏の長編作品計５題も同時に出題され、

祝祭気分を盛り上げました。  

しかしながら合計 34 題の大量出題に対し、

出題ページは２ページしかありません。双裸玉

作品群は図面を省略し、双方の玉位置・持駒・

手数のみの文字表記での出題となりました。  

ここで問題発生。文字表記の誤記で、いくつ

かの作品が不完全作になっていたのです。出題

図誤記のため解答者全員正解の措置が取られた

のですが、ここで面白いことが起こりました。

当時の記事からその部分を抜粋します。  

 

 

（詰将棋パラダイス ,1985 年 9 月号 ,P.35 より）  

私が投稿したのは受方 15 玉、攻方 17 玉の図

だったのですが、攻方と受方の玉が逆に記載さ

れてしまいました。ところが誤図も駒が余らず、

指定手数で詰んだのです。手順に非限定が一箇

所ありますが、それを我慢すれば（当時の基準

では）完全作と言えなくはありません。誤記に

より姉妹作が生まれてしまったのです。分かり

易いよう図を載せます。  

 

〔原図〕  

 

〔誤図〕  

 

不幸中の幸いは原図も誤図も凡庸な作品だ

ったことです。原図が優れていたら誤記は大変

残念だったでしょうし、誤図の方が優れていた

ら作者の立場がありません。作品価値の低さを

喜んだのはこれが初めてです。  

WFP 誌は電子本なのでページ数制限はあり

ません。本作品展でもその長所を活かし、図面

を多用しています。ツインであっても文字表記

より図の使用を優先しているのは誤記対策の意

味もあるのです。図を使ったら使ったで、今度

は誤図が生じるのですが、誤図は誤記に比べ気

付きやすいというメリットがあります。百読は

一見に如かず。視覚情報は偉大です。  

さて、今回の出題は第148回の再掲載分と第

149回の新規出題分です。第149回は最近の本

作品展には珍しく、解きやすい作品が多く集ま

りました。腕に覚えのある方は、ぜひ全題正解

を狙ってください。  
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〔第 148 回作品展各題への補足説明〕（再掲）  

第 148 回の出題は全 11 題（ツインがあるの

で実質 12 題）。今回登場する作者は占魚亭氏、

神無太郎氏、一乗谷酔象氏、駒井めい氏、るか

なん氏、上田吉一氏、変寝夢氏、さつき氏の８

名。さつき氏は本作品展初登場で、ルールも本

作品展では初登場の「衝立詰」です。初見の方

はルール説明をよく読んで解答してください。  

今回は新年度最初の出題なので、お年玉代わ

りに各題へのヒントを増量しています。ぜひ多

くの解答をお寄せください。  

148-1 は占魚亭氏による点鏡と All-in-Shogi

を組み合わせた作品です。玉と龍は点鏡の効果

で性能を交換しているので、初形で王手が掛か

っているわけではありません。All-in-Shogi には

「双方とも１手前の局面に戻す着手は禁手とす

る」という規定があるので、受方玉を動かす手

を決め手にすると詰み易くなります。点鏡で玉

を弱い駒にする“相乗効果”を狙ってください。  

148-2 及び 148-3 は神無太郎氏の点鏡作品。

ヒントは「両題とも攻方玉が動く」。また、手順

は異なりますが 148-2 は WFP146-2 に、148-3

は WFP144-4 に雰囲気が似ています。「打歩」

なので最終手は歩ですが、点鏡なので歩も頭か

ら打つとは限りません。  

148-4 は一乗谷酔象氏の駒全マネ取禁作品。

双玉ではないので、玉で玉にとどめを刺す手筋

は使えません。金で詰めるため、受方の金を動

けなくする、つまり金を動かす手が駒取りにな

るようにする必要があります。それはどんな手

順でしょうか？ また、以前紹介した駒全マネ

取禁の「例題集」は (2)～ (4)に余詰があったので

すが、今回修正図をいただいています。別頁に

改めて図と解答を掲載しますので、本局解図の

前にご覧ください。  

148-5 は駒井めい氏による、攻方に王手義務

のない協力詰。初手 17 歩だと打歩詰なので、

18 歩として突歩詰にしたいところですが、それ

では「ステイルメイト」になってしまい、目的

である「詰」は達成できません。突歩詰を実現

するための回り道をお楽しみください。  

148-6 は盤上に何もない白紙問題。るかなん

氏による透明駒作品です。透明駒は受方１枚だ

けなので、普通に考えると種類は玉に確定しま

すが、「と玉」のルール設定が曲者。「と玉」は

歩が成ると玉の性能と性質（玉属性＝取りが掛

かったときに放置できない）になるルールです。

つまり、透明駒が本来の「玉」なのか「と玉」

なのか確定していません。また、この作品の「複

玉」設定は、本来の「玉」がなくても不自然で

ないようにするためのものです。  

148-7 もるかなん氏の複玉作品。２筋の配置

が一段違うツイン（組局）です。中将棋の酔象

が使われており、これが成ると太子（玉と同等

の駒）になります。「駒余り禁」は余詰防止のた

めの条件なので、あまり気にしないでください。

盤上に複数の太子が出現するのは a)b)のうち、

片方だけです。さて、どちらでしょう？  

148-8 及び 148-9 は上田吉一氏の長編作品。

148-8 は●で盤面を大きく使った周回コースが

設定されています。でも、グルグル回るだけで

は詰みません。謎解き要素を持つ趣向作です。

筆者は「第 13 回神無一族の氾濫」の神無十郎氏

作を思い出しました。この作品を鑑賞すれば、

本局のヒントが得られるかもしれません。  

 

〔参考図〕  

 

（※解答は当時の結果稿をご覧ください  

http://k7ro.sakura.ne.jp/overflow/hr13_r.htm） 

 

148-9 は３つの不滅駒と Dabbaba（戦）とい

うフェアリー駒が使われています。ただ、72 と・

93 歩の不滅駒と 81 戦は、玉を 91 と 92 に閉じ

込めるための配置です。81・82・83・93 地点に

穴（透過・不可侵）を設定したのと本質的に変

わりません。95 の不滅龍に意識を集中して解け

ば、易しく楽しい趣向手順を味わえるでしょう。 

148-10 は変寝夢氏の駒全マネ取禁作品。氏は

VM2 でこのルールを扱えるようバージョンア
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ップしたそうなので、これはその最初の成果と

いうわけですね。自玉が盤端にいるので、詰上

りは想定しやすいと思いますが、注意すべきは

89 香の存在。これが受けに働かないよう注意し

てください。  

148-11 は本作品展では初登場となるさつき

氏の作品です。ルールはこれも本作品展初登場

となる「衝立詰」です。4 手目から受方の手が

二択状態になるので、どちらにも対応できるよ

う注意深く王手を選んでください。  

以下、「衝立詰」のルール説明です。  

「衝立詰」はかなり昔からあり、1976 年 7 月

に刊行されたカピタン 1 号も衝立詰将棋の特集

でした。ただ、ルールの詳細に関するまとまっ

た資料は見当たらないので、改めてここに文章

化したいと思います。  

 

【衝立詰】  

受方の着手は衝立将棋において与えられ

る情報しかわからない。  

攻方が衝立将棋における反則（チョンボ）

を指した場合は、代りの手を指せる。  

反則（チョンボ）の回数上限は出題時に与

えられる。  

 

衝立詰では初形は分かっていますが、その後

は衝立が立てられ、攻方は受方の手が見えなく

なります。そして限られた情報だけしか与えら

れません。どんな情報が与えられるかについて

は後述します。  

また、情報が制限されるのは攻方のみという

点も重要です。受方は攻方の手が見えています。

実は衝立詰の衝立は不公平な「ハーフミラー」

なのです。  

次に衝立詰における「完全作」を次のように

定義します。  

 

作品が完全作となるのは、この条件で不必

要な反則（チョンボ）を除いて攻方の手が

一意に決まるときであり、受方の手は一意

でなくとも良い。  

 

受方の手は攻方に見えていないわけですか

ら、受方の手に不確定性が残っていても不完全

作にはなりません。これは透明駒に似ています

ね。また、不必要な反則（チョンボ）は、回数

上限まで余裕があればその範囲内で余分に入れ

ることができるので、これは手順から除外しま

す。これは無駄合の除外に似ています。  

なお、複数解作品や、攻方の手が完全に一意

に定まらない（非限定がある）場合は、出題時

にその旨を明示して出題します。  

次に衝立詰で攻方に与えられる情報につい

てまとめます。  

 

〔与えられる情報〕  

1a.相手の駒を取った（取った駒が渡される） 

1b.自分の駒が取られた（盤上から取られた

駒がなくなる）  

2a.王手をかけた  

2b.王手をかけられた  

3a.指し手が反則  

4a.詰めた  

4b.詰められた  

 

通常、詰将棋では攻方王手義務があるので、

攻方は「2a.王手をかけた」という情報が必ず渡

されるような着手を選ばねばなりません。これ

が衝立詰の一番面白いところであり、難しいと

ころでもあります。相手の指し手が何であって

も王手が掛かるような手を選び、時には反則（チ

ョンボ）の情報も利用しながら可能性を絞らね

ばなりません。  

「3a.指し手が反則」は、衝立があることによ

って生じる反則のことです。これは「チョンボ」

とも呼ばれ、次の５つの可能性があります。  

 

〔反則（チョンボ）の指し手〕  

(1) 王手がかかっているが解消できない手。  

(2) 自分の王を王手にさらす手。  

(3) 相手の駒のある場所に駒を動かす手。  

(4) 相手の駒を飛び越える手。  

(5) 打歩詰。  

 

チョンボの回数は慣習的に「8 回まで可（9 回

で失敗）」がよく使われますが、これは衝立将棋

の実戦向けの回数なので、詰将棋では問題毎に

作意成立に必要な回数を上限として指定するか、

制限なしとした方が良いと思います。本作品展

では毎回上限回数を明記して出題します。また、

上記以外に「連続王手の千日手」のような特殊

な反則を扱う場合、それを明記して出題します。    

解答の書き方については、主に２つの流儀があ

ります。攻方から見える手だけを並べた「攻方
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視点」と、双方の手を並べた「審判視点」の２

つです。  

カピタンでは攻方視点の棋譜表記が採られ

ていて、以下のような記号が使われていました。

まずは受方の着手を示す表記です。  

表記  意味  

（－）  無反応  

（XY）  XY の位置で攻方の駒が取られた  

（×）  反則（チョンボ）  

（＋）  逆王手  

なお（XY）の XY が直前の着手と同じ場合は

（同）という表記が使われます。  

攻方の着手は受方の駒を取ったときのみ変

わります。攻方の着手の後にセミコロン (；)で区

切り、入手した駒を表示します。  

表記  意味  

;駒  指手によって「駒」を入手した  

一方、「審判視点」の表記法では、攻方の着手

がチョンボのとき×を付け、代替の着手を後に

続ける以外は通常の表記法になります。  

まずは、「審判視点」の表記法で以下の作品を

ご覧ください。  

 

〔参考図〕  

 

31 馬  22 金  22 金×15 飛  14 香   

14 金×同飛  23 玉  13 金  同桂   

同飛成  同金  14 金  同金  35 桂  12 玉   

13 香  同金  同馬  同玉  23 金  まで  19 手  

（※3 手目は 13 金×15 飛も可）  

 

これを「攻方視点」の表記法で表すと以下の

ようになります。  

 

〔参考図解答（カピタン流）〕  

31 馬  （－）  22 金  （×）  15 飛  （－）  

14 金  （×） 14 飛；香  （－） 13 金  （同）  

同飛成；桂  （同） 14 金  （同） 35 桂（－）  

13 香 （同） 同馬；金 （同）23 金 まで 19 手 

 

攻方視点の棋譜表記はまるで暗号のようで

すが、受方の手が断片的にしか分からないこと

を実感できるので、臨場感がありますね。  

本作品展では鑑賞専門の方でも何が起こっ

たか分かるよう、審判視点の表記法で解答を記

述する予定ですが、皆さんはお好きな方で解答

を書いてください。分かる範囲であれば、多少

アレンジしても構いません。  

 

以上、長々とルール説明を書きましたが、今

回の出題作は難解作ではありません。衝立詰は

初めての方もぜひ挑戦してみてください。  

〔第 149 回作品展各題への補足説明〕  

第 149 回の出題は全 12 題。今回登場する作

者は松下拓矢氏、神無太郎氏、占魚亭氏、駒井

めい氏、真Ｔ氏、一乗谷酔象氏、上田吉一氏、

北村太路氏、変寝夢氏、くろねこ氏、さつき氏

の 11 名。松下拓矢氏は本作品展初登場です。今

後も作品・解答での活躍をお願いします。  

今回は投稿作品数が全 15 題だったため、ま

ず各作者１題を選び、２題投稿された方のうち、

登場回数の最も少ない一乗谷酔象氏の作品を 2

題選びました。残る３題は次回（第 150 回）へ

繰り越しとなります。どうかご了承ください。  

149-1 は本作品展初登場となる松下拓矢氏の

協力自玉詰です。手順に一ヶ所だけ非限定があ

ります。常連解答者なら、初形で詰上りが想像

できるかもしれません。  

149-2 は前回に引き続き神無太郎氏の点鏡＋

打歩作品。かなり難解なのでヒントを出してお

きましょう。「双方の玉がよく動きます」。  

149-3 は既視感のある方もいらっしゃるでし

ょう。第 4 回フェアリー短編コンクール第 26

番 の 別 案 だ そ う で す 。 AntiAndernach に

Imitator に Giraffe まで使われているので、解

く前に白旗を揚げる人もいるかもしれませんが、

手数は 5 手です。とにかく駒を動かして占魚亭

ワールドを堪能してください。  

149-4 は駒井めい氏の多玉協力自玉詰。Man

（夫）と表記された駒が目を惹きますね。夫は

9 8 7 6 5 4 3 2 1

ḱ ḱ  

 19

2 
( ,19767 )
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性能こそ玉と同じですが、玉と違って取りを掛

けられてもそれを避ける義務がありません。玉

と同じ性能を持った普通の駒なのです。ただし、

本局ではこの「夫」に「成ると性能は不変のま

ま玉属性を持つ」という性質が与えられていま

す。つまり成ると「第二の玉」となるのです。

だからルールも「多玉」となっているわけです。

「夫」は「王」になるか否か。その行く末を見

届けてください。  

149-5 は真Ｔ氏の Imitator 作品。氏の最悪詰

の難問に苦戦した方々にとってはオアシスのよ

うに映るでしょう。敢えてヒントは出しません

ので、「真Ｔ氏の作品が解けた！」という達成感

を味わってください。  

149-6 及び 149-7 は一乗谷酔象氏の駒全マネ

取禁です。裸玉と双裸玉で持駒は桂。このルー

ルに馴染みのない方も、これなら何とかなりそ

うに思えませんか？  149-7 は受方持駒制限が

あるので、詰型も限られます。詰型の推定次第

で、解図に掛かる時間も変わると思います。  

149-8 は上田吉一氏の成禁協力自玉詰。これ

は掛け値なしに「解かないと損」な作品だと思

います。本局には不滅駒の他に、「取捨」の駒も

指定されています。95 飛と 92 金がそうですが、

これは取っても持駒にならず、駒箱に消えてし

まいます。不滅駒と違って「いざとなれば取る

こともできる」ので、これで攻方玉を詰ますと

きは細心の注意を払ってください。  

149-9 は北村太路氏の協力詰。他に何もフェ

アリー要素のない純粋な協力詰を見ると何だか

ほっとしますね。本作品展では貴重な協力詰、

ノーヒントで解いてください。  

149-10 は一転してフェアリー要素満載の変

寝夢氏の作品です。フェアリー要素が多いとい

うことは、手順に何か仕掛けがあるということ

なので、その仕掛けさえ見破れば易しいはずで

す。さて、どんな狙いなのでしょう？  

149-11 は、くろねこ氏の協力自玉詰。配置を

見れば狙いは一目瞭然ですが、むしろ後半に「第

二の狙い」とも言える手順が待っています。最

後までしっかり解ききってください。  

149-12 は前回に引続き、さつき氏の衝立詰。

普通の詰将棋なら迷わず初手 89 香とするとこ

ろですが、応手が見えない衝立詰ではそれは悪

手です。なるべく応手の選択肢の少ない王手を

選びましょう。反則（チョンボ）は９回まで OK

と設定されていますが、実際にはそんなに使い

ません。  

解答要項  

第 148 回分解答締切：2023 年 3 月 15 日（水）  

第 149 回分解答締切：2023 年 4 月 15 日（土）  

宛先：k7ro.ts@gmail.com （メールの件名に

「解答」の語句を入れてください。）  

解答メールが届かない場合は掲示板（http://k

7ro.sakura.ne.jp/wait.html）やブログ（http://

k7ro.sblo.jp/）でお知らせください。  

 

作品投稿について  

作品投稿は随時受け付けます。原則として毎

月 15 日の投稿まで当月号に掲載しますが、

投稿作が一回の出題数（12 題）を越えた場合、

出題時期を調整させていただきます。  

宛先は解答と同じ k7ro.ts@gmail.com へ。  

メールの件名に「作品投稿」の語句を入れて

ください。添付ファイルも可。機械検討済み

なら出力結果のファイル添付を推奨します。 

 

ルール説明  

※WFP のページにまとめ資料（http://www.dok

idoki.ne.jp/home2/takuji/wfprule137.pdf）が

あるので、それも参考にしてください。  

【協力詰】  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。 

【点鏡】  

55 に関して点対称な位置にある 2 つの駒は、

敵味方関係なく互いにその性能が入れ替わ

る。  

（補足）  

・行き所のない駒の禁則は適用されない  

→初出：第 108 回 WFP 作品展（WFP127 号）  

参考：「1 手詰から始めるフェアリー超入門  

点鏡編 1」（https://note.com/tsume_springs/n

/naab6669c82f3）  

【All-in-Shogi】  

双方とも自分の駒だけでなく相手の駒を動

かすこともできる。ただし、双方とも１手前

の局面に戻す着手は禁手とする。  

（補足）  

1) 相手玉を動かす王手や、相手の持駒を打つ手

も可。  

2) 相手に相手の駒を取らせることはできない。 

3) 相手の駒に自分の駒を取らせたとき、その駒

は相手の持駒となる。  

4) 自玉を取らせる手は反則  
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→参照：WFP122 号「All-In-Shogi の紹介」  

【打歩】  

打歩詰以外の詰手を失敗とする（単純打歩）。  

【協力自玉詰】  

先後協力して最短手数で攻方の玉を詰める。 

【駒全マネ取禁】  

直前の指し手の駒種と同じ駒での駒取りを

禁止する。  

（補足）  

"駒全マネ禁 "とは異なり、直前の駒種と同じ

駒でも、駒を取らないで移動する手および持

駒を打つ手は指すことができる。細則は以下

の通り。  

1) 玉を取る手にもこれを適用する。  

（王手を掛けている駒種と同じ駒を受方

が着手すれば王手を回避できる）。  

2) 成駒と生駒は別種の駒として区別する。  

また、直前の手が「成」だった場合、成る

前の駒種で判定する。  

Ÿ初出：第 142 回 WFP 作品展（WFP167 号）  

【非王手可】  

攻方に王手の義務がない。（王手をしても良

い）  

【とＸ】  

成歩がＸで指定された駒の性能になる。  

（補足）  

1) 成った歩を更に成ることはできない  

2) 取られて持駒になると歩に戻る  

→初出：第９回フェアリー入門（WFP171 号） 

【複玉】  

攻方または受方が複数の玉（玉属性を持つ駒）

を使用できる。  

盤上の玉が１枚になるまで王手放置が可能。 

盤上に残った最後の玉が詰み、新たな玉を盤

上に出現させる受けもないとき「詰」となる。 

（補足）  

複玉において玉属性を持つ駒が取られた場

合、玉属性を失わない駒ならば持駒にならず

に取捨てとなり、玉属性を失う駒ならば相手

の持駒となる。  

【透明駒】  

位置・種類が不明の駒。  

着手の合法性、攻方王手義務を満たせる可能

性があれば、それを満たしているものとして

手順を進めることができる。  

→参照：WFP83 号「透明駒の紹介」  

【駒余り禁】  

最後に攻方持駒が余ってはいけない。  

【酔象】（酔）  

中将棋の酔象。後方以外の周囲７マスに進め

る。成ると太子（太）になり、二枚目の玉と

して使える。  

（○が酔の利き）  

（○が太の利き）  

（補足）  

・酔象が成る条件は将棋で成る条件と同じ。  

中将棋のように敵陣に入るときや、敵陣で敵

駒を取るときしか成れなかったり、四段目で

成ったりすることはない。  

【石】（●）  

不透過・不可侵の領域を表す。  

跳び越すことは可能。  

 

例えば左図で、  

12 香や 11 香成は不可。  

22 角や 11 角は不可。  

11 桂成や 31 桂成は可。  

 

（補足）  

・ホッパー系の駒のジャンプ台になる。  

【不滅駒】  

取られることのない駒。  

この性質を「不滅性」と呼び、不滅性を与え

られた駒を「不滅」＋「駒名」で呼称する。 

（補足）  

特に注釈がない場合、以下の細則を適用する。 

1) 成っても不滅性を失わない  

2) 初形では不滅駒を持駒にできる  

→初出：第 140 回 WFP 作品展（WFP165 号）  

【Dabbaba】（戦）  

(2,0)-leaper。  

縦横１マス跳んだ位置に利く駒。  

ӲҘ 0
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（○が戦の利き）  

【衝立詰】  

受方の着手は衝立将棋において与えられる

情報しかわからない。  

攻方が衝立将棋における反則（チョンボ）を

指した場合は、代りの手を指せる。  

反則（チョンボ）の回数上限は出題時に与え

られる。  

作品が完全作となるのは、この条件で不必要

な反則（チョンボ）を除いて攻方の手が一意

に決まるときであり、受方の手は一意でなく

とも良い。  

〔与えられる情報〕  

1a.相手の駒を取った（取った駒が渡される） 

1b.自分の駒が取られた（盤上から取られた駒

がなくなる）  

2a.王手をかけた  

2b.王手をかけられた  

3a.指し手が反則  

4a.詰めた  

4b.詰められた  

〔反則（チョンボ）の指し手〕  

(1) 王手がかかっているが解消できない手。  

(2) 自分の王を王手にさらす手。  

(3) 相手の駒のある場所に駒を動かす手。  

(4) 相手の駒を飛び越える手。  

(5) 打歩詰。  

【AntiAndernach】  

玉以外の駒は、駒を取らない盤上の移動を行

うと、着手後に相手の駒となる。  

（補足）  

・細則は Andernach と同様で「駒取り」を  

「駒を取らない盤上の移動」に読み替える。 

1) 駒を取らない盤上の移動で二歩になる場合、

相手の駒にならない。  

2) 相手の駒になるのは成生の選択後。  

3) 駒を取らない盤上の移動では、相手陣二段目

への桂の不成、一段目への桂香歩の不成が可

能（二歩の例外を除く）。  

→初出：第 60 回 WFP 作品展（WFP68 号）  

【 Imitator】（■またはＩ）  

着手をしたとき、その着手と同じベクトルだ

け動く駒。この Imitator が駒を飛び越えたり、

駒のある地点に着手したり、盤の外に出たり

するような着手は禁止。これは王手の判定に

も適用される。  

（補足）  

・駒を打ったときは動かない。  

・ Imitator は元の駒と同時に動く  

・ Imitator は攻方・受方のどちらにも所属しな

い  

・利きの概念を持たず、性能変化ルールでも性

能変化の対象にならない  

→参照：WFP75 号「 Imitator の紹介」  

【Giraffe】（き）  

Giraffe はフェアリーチェスの駒。  

４対１の方向に跳ぶ八方桂。  

（○が「き」の利き）  

【多玉詰】  

攻方または受方が複数の玉を使用できる。  

どの玉に対しても王手放置は禁手。  

王手を外せなければ詰み。  

（補足）  

・ここでは玉属性（相手からの取りを回避す

る義務）を持つ駒を単に玉と呼称。  

・「使用する」ではなく「使用できる」とした

のは、実際に玉が複数にならなくとも良い

という意味。逆に言えば、玉と玉になり得

る駒が複数あれば、実際の手順で複数の玉

が現れなくとも「多玉詰」とする。  

・「攻方または受方が」は「双玉」と区別する

ために付けた語句。  

【Man】（夫）  

玉と同じ利きを持つが、玉属性（相手からの

取りを回避する義務）を持たない駒。  

（○が夫の利き）  
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※WFP149-4 では成ると利きは変わらず玉属性

を持つ（玉と同等）になる設定が与えられて

いる  

【成禁】  

手順中に成る手があってはならない。  

（補足）  

・あくまで手順中に「成」が出ないだけ。  

「詰」や「王手」の概念は通常通り。  

【取捨て】  

 駒を取っても持駒にならずに消える。  

（補足）  

取捨て属性が付与された駒を取捨駒と呼び、

駒名を指定するときは「取捨」＋「駒名」で

表記する。  

【Queen】（Ｑ）  

チェスの Queen。飛車と角を合わせた性能を

持つ。  

（矢印がＱの走る方向）  

【Dummy】（偶）  

自分では動かない駒  

（補足）  

・ルールによっては受動的に「動かされる」

ことはできる。  

・持駒であれば任意の空き枡に打つことがで

きる。（行き所のない駒の禁則の対象外）。 

 

 

<第 148 回>解答締切:2023 年 3 月 15 日(水) 

■  148-1 占魚亭氏作  

 

■  148-2 神無太郎氏作  

 

■  148-3 神無太郎氏作  

 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

All-in-Shogi  5

︡

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 10

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 12
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■  148-4 一乗谷酔象氏作  

 

■  148-5 駒井めい氏作  

 

■  148-6 るかなん氏作  

 

■  148-7 るかなん氏作  

a)  

b)  

■  148-8 上田吉一氏作  

 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 7

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 7

︡

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 5

ẑ : 0 ḭ 1

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 5

︡
ẑ : ṕ Ṗ
: ṕ Ṗ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 5

︡
ẑ : ṕ Ṗ
: ṕ Ṗ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 339

ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ

ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ

ẇ ẇ

ẇ ẇ

ẇ ẇ

ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ ẇ

2 11
ẑẇ: ḭ
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■  148-9 上田吉一氏作  

 

■  148-10 変寝夢氏作  

 
■  148-11 さつき氏作  

 

以上  

<第 149 回>解答締切:2023 年 4 月 15 日(土) 

■  149-1 松下拓矢氏作  

 

■  149-2 神無太郎氏作  

 

■  149-3 占魚亭氏作  

 

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 52

︡
︡

ẑ :(0,2)-Leaper
72 ḱ93 ḱ95

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 6

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 9

ẑ ṕ Ṗ 9

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 8

ẑ טּ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 14

9 8 7 6 5 4 3 2 1

AntiAndernach  5

Ẍ

קּ

קּ

︡
︡

ẑּק:Giraffe ḭẌ:Imitator
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■  149-4 駒井めい氏作  

 

■  149-5 真Ｔ氏作  

 

■  149-6 一乗谷酔象氏作  

 

■  149-7 一乗谷酔象氏作  

 

■  149-8 上田吉一氏作  

 

■  149-9 北村太路氏作  

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 6

ẑ :Manṕ Ṗ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 5

Ẍ

ẑẌ:Imitator

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 5

2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 9

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 250

︡
︡

ẑ17
95 92

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 37

︡



 

 

 

 

14 

■  149-10 変寝夢氏作  

 

■  149-11 くろねこ氏作  

 

■  149-12 さつき氏作  

 

以上  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 17

ẇ

ẇ Ờ

6
︡

ẑỜ:Queenḭ:Dummy
ẇ: ḱ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 34

12

9 8 7 6 5 4 3 2 1

 19

4
ẑ ṕ Ṗ :9
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（※解答は P99 に掲載）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔駒全マネ取禁：例題集〕一乗谷酔象氏作  

(1)  

(2)  

（※全体を左に一路ずらして修正）  

(3)  

（※全体を三段目にずらして修正）  

(4)  

（※24 王→14 王として修正）  

 

（解答は P44 に記載）  

 

  

4 3 2 1

 3

4 3 2 1

 3

4 3 2 1

 3

4 3 2 1

 3

今月の手筋 

本コーナーへの投稿を募ります。 

「例図」及び「手筋の名称」「意味」「解答」（でき

ればカードの他の項目も）記述して担当者までお

送りください。 

「手筋の名称」は既存のものがなければ、造語でも

結構です。 

また、例図は紹介する手筋以外の要素を極力排し、

“教材”に徹してくださるようお願いします。 
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Fairy of the Forest #73 出題  

■ 2022年 12 月 20 日：課題発表：（協力詰） 

   「新年に関連した作品」 

■ 2023年 02 月 15 日：投稿締切 

■ 2023年 02 月 20 日：出題 

□ 2023年 03 月 15 日：解答締切 

□ 2023年 03 月 20 日：結果発表 

 

■ 出題 

 

今回の出題は、中編ばかり４作です。「新年に

関連した」ということですが、どう関連しているかは

お考えください。 

一応ヒントを言っておきますと、01 と04 は詰上

りです。ただし、01 は分かりにくいかも。02 と03 は

言わずもがなですね。この両作は、姉妹作です。 

お屠蘇気分も薄れた時期での出題になりました

が、ご解答をよろしく。 

 

（解答先） 

→酒井博久（sakai8kyuu@hotmail.com） 

 

――――――――――――――――――――― 

 

■ 73- 01 たくぼん 

   

 

 

 

 

 

 

 

■  73-02 北村太路 協力詰 23 手  

  

 

■  72-03 北村太路  

  

 

■  72-04 三角 淳  

  

9 8 7 6 5 4 3 2 1

ʝ

˘

ʢ

ᶤ

˜

А

ʟ

Ў

ˉ

ӲҘ 08

ǱǞ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

ʝ

˘

ʢ

ᶤ

˜

А

ʟ

Ў

ˉ

ӲҘ 12

ǯ

ǯ

9 8 7 6 5 4 3 2 1

ʝ

˘

ʢ

ᶤ

˜

А

ʟ

Ў

ˉ

ӲҘ 12

2

9 8 7 6 5 4 3 2 1

ʝ

˘

ʢ

ᶤ

˜

А

ʟ

Ў

ˉ

ӲҘ 22

ǯ ǯ

ǯ

ǯ ǯ

ǯ

ǯ

ǯ

ǯ

ǯ

ǯ

ǯ

ǱǞ



 

 

 

 

17 

第147回WFP作品展結果  担当：神無七郎 

第 147 回 WFP 作品展の結果を報告します。

今回の出題は全 12 題（ツインもあるので実質

13 題）。解答者数９名。全題正解者１名。解答

の内訳は以下の通りです。  

〔第 147 回 WFP 作品展成績〕（敬称略）  

◎ :双方解  ○ :正解・余詰解  － :誤無解  

解答者名  1 2 3 4a 4b 5 6 7 8 9 10 11 12 計 

たくぼん  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 

るかなん  ○ ◎  ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ － 11 

一乗谷酔象  ○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

伊達悠  ○ ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － 9 

占魚亭  － － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － 9 

真Ｔ  ○ ○ ○ － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ 8 

駒井めい  － － ○ － － － － － － ○ － － － 2 

変寝夢  － － － － － － ○ － － － － ○ － 2 

荻原和彦  － － ○ － － － － － － － － － － 1 

今回は極めて内容が濃く、レベルの高い回で

した。難度が高い作品が多かったですが、解答

者の皆さんも苦労の甲斐があったのではないで

しょうか。出題時には全題正解者は出ないので

はないかと危惧しましたが、たくぼん氏が全題

正解を達成され、全体の成績も良好でした。  

作品の方は残念ながら３題に不完全が生じ

てしまいました。147-1（早詰）、147-2（余詰）、

147-12（早詰）の３つです。それぞれ作者から

修正、あるいは改作図が示されていますので、

鑑賞・検証をお願いします。  

 

■  147-1 一乗谷酔象氏作（正解５名）※早詰  

 

【ルール】  

・駒全マネ取禁  

直前の指し手の駒種と同じ駒での駒取りを

禁止する。  

（補足）  

"駒全マネ禁 "とは異なり、直前の駒種と同じ

駒でも、駒を取らないで移動する手および持

駒を打つ手は指すことができる。細則は以下

の通り。  

1) 玉を取る手にもこれを適用する。  

（王手を掛けている駒種と同じ駒を受方

が着手すれば王手を回避できる）。  

2) 成駒と生駒は別種の駒として区別する。  

また、直前の手が「成」だった場合、成る

前の駒種で判定する。  

・協力詰  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。 

【解答】  

56 桂 53 桂 46 桂 65 桂 66 王 46 桂  

65 王 66 桂 57 桂 55 玉 54 王 まで 11 手 

 

（早詰）  

36 桂 33 桂 56 王 25 桂 55 王 35 玉  

45 王 まで 7 手 

【作者のコメント】  

詰上りで遊んでみました。  

逆十字架、四桂の宣告、都詰。  

【解説】  

美しい玉桂の十字架。  

双玉では中段でも四桂詰を作れます。  

9 8 7 6 5 4 3 2 1
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︡

9 8 7 6 5 4 3 2 1

( )

︡
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上図がその一例ですが、玉を使って四桂詰を

中段に持ち上げただけで、基本的には通常の四

桂詰と同じような形です。  

しかし「駒全マネ取禁」は違います。玉で玉

を仕留めることのできるこのルールでは、桂を

かなり自由に配置できます。  

本局はその性質を利用して、十字架状の四桂

詰にしたものですが、自由度の高さが裏目に出

て、余詰を生じてしまいました。  

 

本局の余詰については、真Ｔ氏から一早く連

絡をいただいたおかげで、早く告知をすること

ができました。その後このルールの機械検討が

可能になり（変寝夢氏の VM2 及び神無次郎氏

の fmza）、早詰の存在も明らかになりました。  

原作意を生かした修正は困難で、作者からは

以下の改作図が寄せられています。  

 

〔改作図〕  

 
解答は本稿末尾に記載しますので、できれば

上図を解いてから解答をご覧ください。  

【短評】  

真 T さん（※余詰解）  

不完全作は早めに分かった方がいいと思う

ので、それだけですがメールします。  

勘違いでしたら、すみません。  

36 桂、46 桂、同玉、33 桂、57 玉、25 桂、

46 桂、17 桂生、47 桂、45 玉、56 玉まで 11 手。 

手順前後、左右反転の詰上がり、成生等非限

定です。  

 

たくぼんさん（※早詰解）  

36 桂  33 桂  46 桂  25 桂  66 王  26 桂  55 王  

35 玉  45 王  迄  9 手  

9 手なので早詰順かと思いますが、テンポを

計る 66 王も好手だと感じました。  

 

るかなんさん（※早詰解）  

36 桂  46 桂  56 王  34 玉  26 桂  33 桂  55 玉  

25 桂  54 王  35 玉  45 王  迄（3、7、9 手目非

限定）  

断頭台に呼び込んで王自ら四桂執行。  

最終形が美しいだけに余詰は勿体ない。  

 

伊達悠さん（※余詰解）  

36 桂、26 桂、56 王、33 桂、  

55 王、34 玉、46 桂、25 桂、  

44 王、35 玉、45 王まで。  

徐々に長方形に集約していく駒の動きが、逆

回し映像を見ているような感じ。  

 

☆余詰・早詰順が強力過ぎたため作意解はなし。

集まった解答はすべて「十字架」ではなく「棺」

の形の解でした。  

 

■  147-2 一乗谷酔象氏作（正解５名）※余詰  

 

【ルール】  

・天使詰（最長協力詰）  

先後協力して最長手順で受方玉を詰める。  

3 2 1

︡
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（補足）  

1) 悪魔詰と異なり不詰は避ける  

2) 手順中に同一局面があってはならない  

（初形を含む）  

以下は駒全マネ取禁と組合せたときの注意点  

※受方の詰みを逃れる手で同一局面を強いられ

る場合は手順失敗  

※（駒全マネ取禁ルールでは直前の着手により、

可能着手が変化するが）盤面配置、持駒、手

番が同じであれば同一局面と見做す。  

【解答】  

27 王  18 玉  17 王  27 玉  18 王  38 玉   

27 王  37 玉  38 王  27 玉  37 王  38 玉   

47 王  27 玉  38 王  18 玉  27 王  17 玉   

18 王  27 玉  17 王  37 玉  27 王  38 玉   

37 王  39 玉  38 王  まで  27 手  

 

（余詰）  

27 王 18 玉 17 王 27 玉 18 王 37 玉  

27 王 38 玉 37 王 27 玉 38 王 18 玉  

27 王 17 玉 18 王 27 玉 17 王 38 玉  

27 王 37 玉 38 王 27 玉 37 王 38 玉  

47 王 39 玉 38 王 まで 27 手 

【作者のコメント】  

駒全マネ取禁ルールの性質を使った玉追い。

ほぼ玉による単騎詰。  

【解説】  

玉だけが動く詰将棋。駒全マネ取禁なので、

玉の隣を玉がすり抜けることができます。  

玉で玉を仕留めるとなると、詰上りの受方玉

の位置は 19・39 のどちらかです。  

これが協力詰なら「27 王  18 玉  17 王  19 玉  

18 王  まで  5 手」です。19 玉はどこに動いても

駒を取る手になるので動けません。  

しかし本局は天使詰です。なるべく長い詰手

順を選ばねばなりません。初形で受方玉が１筋

にあることから、39 での詰上がりが最有力です。 

実際に最長経路を選択するに当たって注意

すべきは「手番」です。盤上の配置が同じでも、

手番が異なれば異なる局面なので、形だけでな

く手番も利用して手数延ばしを図ります。  

もう一つ留意すべきは、互いの玉の可動範囲

の違い。受方玉が動ける場所は 17・18・19・27・

37・38・39 の７箇所ですが、攻方玉は 47 にも

動けます。「47 王」をどこで指すかが重要なポ

イントです。  

実はここで余詰がありました。  

作意では 6 手目 38 玉として 13 手目に 47 王

を行うのですが、6 手目 37 玉として 47 王を最

後の方（25 手目）に回す別解が成立しています。

47 王は折り返しに便利な手なので、これを最後

に使う手順は盲点に入り易かったのでしょう。  

作者からは以下の修正・改作図が寄せられて

います。原図とは作意が変わっており、手数も

長くなっています。  

 

〔修正・改作図〕  

 
こちらも解答は本稿末尾に記載しますので、

解答を見る前にご一考ください。  

【短評】  

たくぼんさん（※余詰解）  

着手が玉だけという珍しい作品ですね。  

 

るかなんさん（※双方解）  
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付かず離れずで手を引き伸ばす。  

2 周目は裏拍から。  

 

☆るかなん氏は余詰順の解答ですが、6 手目 38

玉の解の存在も言及されていました。作意・

余詰の双方解です。  

 

真Ｔさん（※余詰解）  

19 で詰むと思い込み苦戦。  

玉同士のぶつかり稽古。  

 

伊達悠さん（※余詰解）  

今同じ局面なのかそうでないのかがわから

なくなって混乱。  

エクセルで同一局面チェッカーを作って、何

とか解けたはず。でも不安。  

 

■  147-3 駒井めい氏作（正解８名）  

 

【ルール】  

・Lortap  

味方の駒の利きで紐が付いている駒は、敵の

駒を取ることができない。この条件は王手に

も適用され、玉を取れない場合は王手とみな

さない。  

【解答】  

24 銀  16 桂  15 銀  28 桂成  37 飛  まで  5 手  

 

【作者のコメント】  

Lortap の合駒動かし。  

受方は攻方飛の利きを遮るために打った合

駒を、攻方飛の利きを通すために動かします。

初形から受方圭を出現させて受方飛に紐を付け

ることで、最終形で受方飛が攻方銀を取る手が

消えます。  

【解説】  

孤立を推奨するルール Lortap。  

この初形、15 銀で王手は掛かっていません。

17 飛が 15 銀に紐を付けているので、王手は無

効化されています。一方、14 玉には 13 歩が利

いているので、玉では駒を取れず、「ほぼ詰み」

の状態です。15 銀の王手さえ有効化できれば詰

みそうに見えますね。  

なお、15 には角も利いています。従って飛の

利きを外しつつ、48 角の利きを遮る一石二鳥の

初手 37 飛が浮かびます。  

しかし、17 飛が動くと今度は 19 飛が守備に

利いてきます。48 角と 19 飛、両方の守備をか

いくぐる方法はあるでしょうか？  

それを実現するマジックが、本局の 4 手。銀

の開き王手で桂合を発生させれば、17 飛の利き

が消えるので、15 銀と戻す手が王手になります。

受方は王手を防ぐため、合駒の桂を動かして再

び 17 飛の利きを解放します。  

この局面を初形と比べるといつの間にか盤

上に 28 圭が発生しています。19 飛に紐が付い

たので 15 銀を取れません。今度こそ、37 飛が

決め手になります。  

Lortap は最近流行し始めたルールですが、「第
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1 回 Lortap 入門作品展」でも見られた通り、独

特の感覚と面白い手筋が眠っているように思い

ます。本局や、後に出でくる 147-10 で、このル

ールが持つポテンシャルを感じてください。  

【短評】  

たくぼんさん  

16 桂合、同飛、15 角、26 桂を読んでいて 26

桂が王手ではないことに気付いたが、その時、

盤面 16 桂から 28 桂成に気付きました。  

 

変寝夢さん（※無解）  

２手目が盲点。  

２７飛、２３玉ばかり追っていた。  

 

荻原和彦さん  

あら不思議、盤面に忽然と成桂が出現。  

易しくて楽しい小品。  

 

るかなんさん  

初期局面でほぼ詰んでいるので、局面を変え

すぎない方が都合がいいと気づけば解けた

ようなもの。  

 

占魚亭さん  

受方飛に紐をつける手続き。  

 

真Ｔさん  

銀を動いているうちに気づいたら成桂が発

生。最終手を含め、いい感じ。  

 

伊達悠さん  

同作者の WFP 作品展 142-3 を彷彿とさせる

手順。駒井さんといえば、まず桂馬を使うこ

とを考えるべきかもしれませんね。  

 

一乗谷酔象さん  

紐付け、紐外しの妙。  

 

 

■  147-4 占魚亭氏作『虚空に消える』  

（正解 a)３名、b)４名）  

a)  

b)  

【ルール】  

・ Imitator （■またはＩ）  

着手をしたとき、その着手と同じベクトルだ

け動く駒。この Imitator が駒を飛び越えたり、

駒のある地点に着手したり、盤の外に出たり

するような着手は禁止。これは王手の判定に

も適用される。  

（補足）  

・駒を打ったときは動かない。  

・ Imitator は元の駒と同時に動く  

・ Imitator は攻方・受方のどちらにも所属し

ない  

・利きの概念を持たず、性能変化ルールでも

性能変化の対象にならない  

・ステイルメイト  

王手は掛かっていないが合法手のない状態に

する。  

 

9 8 7 6 5 4 3 2 1
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・協力自玉ステイルメイト  

先後協力して最短手数で攻方をステイルメ

イトにする。  

・NightRider （夜）  

フェアリーチェスの NightRider。  

ナイトの利きの方向に連続飛びができる。  

 

 

（○がナイトライダ

ーの利き。■に駒

があるとそこから

先には利かない。） 

【解答】  

a) 74 夜  12 玉 [I76] 36 夜 [I38] 14 角   

91 王 [I37] 36 角 [I59] まで  6 手  

 
b) 97 夜  58 玉 [I74] 34 夜 [I11] 35 飛   

93 王 [I12] 34 飛 [I11] まで  6 手  

 

【作者のコメント】  

期末なので、Imitator＋Nightrider シリーズか

ら難しめのものをどうぞ（久々にヒントを兼ね

たタイトルをつけました）。  

原図は２解でしたが気に入らない箇所があ

ったので処遇保留フォルダに入れていました。

夏に「実験室の悲劇」のネタにしようと見直し

た時にツインにできないかと思い色々試した末、

この形になりました。完璧とは言えないですが、

原図よりは良くなったかなと思っています。  

【解説】  

『虚空に消える』。  

占魚亭氏には珍しく命名のある本局。消える

駒は何か？ 消える場所はどこか？ まずはそ

の推測から始めましょう。  

消える駒の推定は容易ですね。目標がステイ

ルメイトなので、持駒の Nightrider（夜）を消す

ことはほぼ確定。夜を消さずに動きを止めるの

は困難です。  

消える場所のヒントは「虚空」という言葉。

おそらく盤端以外で消えるのでしょう。  

夜を取る駒は？ 玉で夜を取れるとは考え

にくいので、合駒か Imitator に対する壁駒を発

生させ、その駒で取ることになるでしょう。王

手の継続には合駒より壁駒の方が向いています。

合駒だと夜を動かすしかありませんが、壁駒な

ら攻方玉を動かしても王手ができます。ステイ

ルメイトを達成するには、発生させる駒は大駒

が有力です。手順の選択基準は攻方玉が盤端を

離れず、Imitator を盤端に運べること。ここまで

方針を定めれば後はひたすら探索です。  

根性で手を読むと a)では角、b)では飛が登場

し、虚空で夜を消す作意順が浮かび上がります。

いずれも合駒ではなく、 Imitator に対する壁駒

ですが、驚くべきはそれを発生させるタイミン

グ。2 手目にすぐ壁駒を打たず、玉移動に手を

費やすのは、かなり勇気が要ると思います。  

本局は難解なので、出題時は正解者が出るか

どうか危惧していたのですが、実際には複数の

正答が寄せられ、まったくの杞憂となりました。

皆さんお強い！  

【短評】  

たくぼんさん  
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飛と角のツインで同様の流れの手順なので気

持ち良いですね。  

変寝夢さん（※無解）  

後手玉の位置変更だけで、手順がこんなにも

違うなんて。  

 

るかなんさん  

格言通り 91 玉 I19 に近づけようと考えてい

たら、別の位置でタイトル通り忽然と姿を消

しました。  

 

伊達悠さん（※b)のみ解答）  

Nightrider に慣れていないのもあって、局面

把握からまず困難。  

Imitator が盤隅に行ってくれること 1 点読み

をすることで、何とか b は解けました。  

a は多分角が出てくるのでしょうが、残念な

がらギブアップです。  

 

■  147-5 神無太郎氏作（正解４名）  

 

【ルール】  

・点鏡  

55 に関して点対称な位置にある 2 つの駒は、

敵味方関係なく互いにその性能が入れ替わ

る。  

（補足）  

・行き所のない駒の禁則は適用されない  

・Queen（Ｑ）  

チェスの Queen。  

飛車と角を合わせた性能を持つ。  

（矢印がＱの走る方向）  

【解答】  

19 桂  91Ｑ  39 桂打  26 玉  18 桂打  92 角   

38 桂  17 玉  29 桂引  まで  9 手  

 

【解説】  

147-1 に引続き四桂詰の登場。何と“両王手

で詰む”四桂詰です。  

受方持駒に Queen（Ｑ）が追加されているこ

とから、４枚の桂のうち少なくとも１枚はＱに

変えることが予想されますが、難しいのはこれ

をどう使うか。複数のＱを使おうなどと考える

と間違いなく迷宮入りです。  

もし受方持駒に追加されたのが「龍」ならば、

１枚を龍に変え、もう１枚を角に変えてバッテ

リーを作る発想は比較的浮かびやすいと思いま

すが、Ｑが強力なだけに、その利きを止める手

順は盲点になり易いでしょう。  

解図を困難にするもう一つの要素は最終手

の「桂引」。桂を前に跳ぶ両王手には慣れている

解答者も、桂が後ろに下がる両王手は見たこと

がないと思います。  

本局は元々「奇妙な棋譜表記」をお題とした

「第 57 回神無一族の氾濫」への投稿作でした。

最終手を単に「29 桂」とすると 19 桂が動いた

のか 18 桂が動いたのか分からないので、「29 桂

引」という通常ではお目にかかれない表記が必

9 8 7 6 5 4 3 2 1
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4
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要となるわけです。本局の場合、棋譜表記だけ

でなく、着手自体も奇妙なので、難易度を考慮

して WFP 作品展に回して貰いました。解答成

績を見ると予想通りの難解作だったようです。  

付け加えると、桂移動による王手と区別する

ため３手目・５手目には「打」が必要になりま

す。通常は八段目や九段目で「桂打」という表

記が出てくることはないので、これらも「奇妙

な棋譜表記」です。奇妙な表記を要する奇妙な

着手が紡ぎ出す奇妙な四桂詰。性能変化ルール

の面白さを満喫できる一局です。  

【短評】  

たくぼんさん  

桂を引いての両王手があまり見ない筋なの

で気付き難かったです。  

 

変寝夢さん（※無解）  

最終手、両王手だったのか・・・・。  

 

るかなんさん  

19 桂 27 桂 17 玉 91Ｑの形が浮かんで少し前

進。（83Ｑでは王手を解除できないが、18 合

で受かる）  

頭の丸い駒をもう 1 枚出してくる必要があっ

たわけですね。四桂余り無しの綺麗な詰上。 

 

占魚亭さん  

派手な展開になるかと思いきや、意外にも地

味な展開だった。  

 

伊達悠さん  

最終手が桂ちになるのは多分あり得ないと

気付けば、そこからは決して難解すぎず。  

最後の両王手が決まるのが Q であるからこそ

というのも、まるで図ったかのような Q シリ

ーズですね。  

 

■  147-6 上田吉一氏作（正解４名）  

 

【ルール】  

・成禁  

手順中に成る手があってはならない。  

（補足）  

・あくまで手順中に「成」が出ないだけ。  

「詰」や「王手」の概念は通常通り。  

・協力自玉詰  

先後協力して最短手数で攻方の玉を詰める。 

・不滅駒  

取られることのない駒。  

この性質を「不滅性」と呼び、不滅性を与え

られた駒を「不滅」＋「駒名」で呼称する。 

（補足）  

特に注釈がない場合、以下の細則を適用する。 

1) 成っても不滅性を失わない  

2) 初形では不滅駒を持駒にできる  

・Wazir,  Vizier （臣）  

(1,0)-leaper。縦横１マスに利く駒。  

（○が臣の利き）  
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・67 跳（67）  

(6,7)-leaper、即ち６対７の位置に跳ぶ八方

桂。  

 

（○が 67 跳の利き。）  

【解答】  

47 飛  同角  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  38 飛  同角  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  57 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  47 飛  同角  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  38 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  

37 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  68 飛  同臣上  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  58 飛  同角  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  48 飛  38 臣  29 龍  17 玉   

47 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

48 飛  同臣  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

38 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  77 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

67 飛  同角  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  47 飛  同臣   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  37 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  58 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  48 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  38 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

57 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  47 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  37 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  88 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  78 飛  同角   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  58 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  48 飛  同臣上  

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  38 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

67 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  57 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  47 飛  同臣引  26 龍  18 玉  

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

37 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  68 飛  同臣  17 龍  29 玉  

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  58 飛  同臣上  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  48 飛  同臣上  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉  
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26 龍  18 玉  38 飛  同臣上  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  87 飛  同角   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  67 飛  同臣  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

57 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  47 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  37 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  78 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  68 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  58 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  48 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  38 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

77 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  67 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  57 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

47 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

98 飛  同角  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

78 飛  同臣  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

68 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

58 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  

48 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

38 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  87 飛  同臣  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

77 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  67 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  57 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

47 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

88 飛  同臣  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

78 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

68 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

58 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

48 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

38 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  97 飛  同角  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

87 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  77 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  67 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

57 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  47 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   
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同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  37 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  88 飛  同角   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉  

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  78 飛  同臣   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  68 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  58 飛  同臣上  

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  48 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  38 飛  同臣上   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉  

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

77 飛  同角  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  67 飛  同臣   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  57 飛  同臣引  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

47 飛  同臣引  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

68 飛  同角  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

58 飛  同臣  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

48 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

38 飛  同臣上  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

29 龍  17 玉  57 飛  同角  26 龍  18 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

47 飛  同臣  26 龍  18 玉  17 龍  29 玉   

26 龍  27 飛  同龍  19 玉  17 龍  29 玉  

26 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同臣引   

26 龍  18 玉  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

48 飛  同角  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  19 玉  17 龍  29 玉  26 龍  18 玉   

38 飛  同臣  17 龍  29 玉  26 龍  27 飛   

同龍  28 臣  38 龍  18 玉  29 龍  17 玉   

37 飛  同角  まで  1334 手  

 

【解説】  

不滅駒を使った再帰的趣向を柱に、遠ざかる

角と近づく角の対照的な動きを絡ませた千手越

えの大作。  

まずは全体の構造と構成要素について説明

しましょう。攻方玉を詰めるのは 31 に居る不

滅角（以下は単に角と表記）。これを 37 まで誘

導できれば目的達成です。  

しかし、その道筋を大量の不滅 Visir（以下は

臣と表記）と 38 角が阻んでいます。これらの駒

は盤上から消えることはないので、位置を変え

て 31 角を通すしかありません。  

位置の変更には初形で 45 にいる飛を使いま

す。飛は不滅駒ではないので、持駒にすること

が可能です。また、飛を捨てても不滅龍（以下

単に龍と表記）を上手く使えば合駒で取り戻す

ことが可能なので、飛を捨てて臣や角の位置を

変える手順は何度でも繰り返すことができます。 

受方玉は 17・18・19・29 の４マスに閉じ込

められ、そこから出ることができません。従っ

て飛による王手は左辺からしかできません。そ

のため、臣を近付けることはできても、遠ざけ

ることはできません。臣は基本的に上下にだけ

動き、必要な場合のみ、適切なタイミングで横

に動くよう注意しないといけないのです。  

 

次に位置の変更の仕方を考えます。  
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まずは 38 角を邪魔にならない位置、98 に退

避させねばなりません。しかし、角の通り道

を空けるには臣の「整列」が必要です。ここ

で再帰的な手順が現れます。  

本局の再帰手順がどのような特徴を持って

いるか、簡易化のため臣より利きが簡単な中将

棋の「仲人」を使って説明します。  

 

【仲人】（仲）  

中将棋の仲人。前後に１マス動く。  

本来の仲人と異なり成ることはできない。  

（○が仲の利き）  

 

〔参考図〕仲人の整列問題  

 

この図の目標は９筋の仲人を 98 に移動して、

99 の仲人王を詰ますことです。そのためにジグ

ザグに並んだ仲人を同じ段に整列させることが

必要です。  

整列の手順には「ある筋の仲人の段を変える

には、それより右の仲人が別の段に整列してい

なければならない」という原理が働きます。  

まずは４筋の仲人を七段目から八段目に移

してみましょう。以下の手順です。  

 

36 馬  17 中  35 馬  26 飛  同馬  18 中   

36 馬  17 中  37 飛  同仲  35 馬  26 飛   

同馬  18 中  48 飛  同仲   

（16 手目）  

 

 

５筋の仲人を七段目に移すには同じ要領で

「38 飛  同仲」で４筋より右の仲人を八段目に

整列させ、「57 飛  同仲」とすれば良いわけです。

手順は省略して局面のみご覧いただきます。  

 

（34 手目）  

 

以下、同じ要領で整列を進めていきます。  

 

・３・４筋の２枚の仲人を七段目に整列させ、

６筋の仲人を八段目に移す。  

・３～５筋の３枚の仲人を八段目に整列させ、 

７筋の仲人を七段目に移す。  

・３～６筋の４枚の仲人を七段目に整列させ、 

８筋の仲人を八段目に移す。  

・３～７筋の５枚の仲人を八段目に整列させ、 

９筋の仲人を七段目に移す。  

・３～８筋の６枚の仲人を七段目に整列させ、 

９筋の仲人を八段目に移す。  

 

このような規則的な手順を経て、以下の詰上

りに到達します。  
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この「仲人の整列問題」の再帰的手順を見て

加藤徹氏の「寿限無」を思い出す方も多いと思

います。「寿限無」でも「ある筋の歩を下げるに

は、それより左の筋の歩がすべて下がっていな

ければならない」という原理が働いていました。 

ただし「寿限無」には「ある筋の歩を下げる

と、それより左の筋の歩が元の位置に戻る」と

いう「初期化」の作用も組み込まれています。

そのため歩の枚数を N 枚とすると、手数が２N

のオーダーで増える指数関数的な手数増加が起

こります。  

一方「仲人の整列問題」では初期化は起こり

ません。一度整列した仲人は、受方仲人玉から

見て遠い方から順序良く移動していきます。従

って手数増加は仲人の枚数を N 枚として、N2 の

オーダーとなります。「呼び出しはがし」等で見

られる手数増加と同様のクラスに分類される手

数増加です。  

 

この再帰手順の特徴は、上田吉一氏のこの作

品にもそのまま当てはまります。ではなぜ、本

局は 1334 手もの長手数になるのでしょうか？  

それは、整列した駒の間を縫うように、異種

の駒（本局では角）を通す必要があるからです。  

整列の原理の説明には仲人を用いましたが、

仲人では角を通過させられません。途中で目詰

まりを起こしてしまいます。目詰まりの解消法

はいくつか考えられますが、本局では横にも動

ける臣が使うことにより、角の通過を可能とし

ています。  

臣の壁を角が通過する仕組みを見てみまし

ょう。16 手目を指した局面を起点に、部分図で

説明します。  

 

（16 手目）  

 

この図から、38 角を 47 経由で 58 へ移すこ

とを目指します。まずは目標地点である 58 を

空けます。  

（32 手目）  

 

次に角を 47 へ移します。  

（48 手目）  

 

ここで 48 臣を 38 に移動します。この臣はも

う４筋には戻れません。角が４筋に移動した分

と引き換えになった勘定です。  

（60 手目）  

 

八段目を空けるため 38 臣を 37 に移します。 

（76 手目）  
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これで角を 58 に移すことができます。  

次は５筋に角を移動させたいのですが、５筋

から先にも角を移動させる必要があることを忘

れてはいけません。あらかじめ、67 臣を 68 に

移しておきます。  

（88 手目）  

 

ようやく 58 に角を移すことができます。  

（100 手目）  

 

角の移動を続けるには七段目に残った臣を

八段目に移す必要があります。37 臣を 38 に、

57 臣を 48 に移動させるのですが、ここだけに

出現する破調が存在します。  

これまで臣や角の移動は飛を取らせて行っ

て来ました。ただ、この場合に限っては捨駒で

はなく移動合で 37 臣を動かし、飛の捨駒を１

回省略することができます。具体的には以下の

通りです。  

 

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  19 玉   

17 龍  29 玉  26 龍  18 玉  48 飛  38 臣   

29 龍  17 玉  47 飛  同臣  26 龍  18 玉  

 

（118 手目）  

 

この破調は意図的なものではなく、自然に生

じたものです（むしろこれを防いで規則性を保

つ方が難しい）。  

 

以下は「38 臣→37」「47 臣→48」「37 臣→38」

の３ステップで３・４筋の臣を八段目に整列し

て角を６筋から先へ移していきます。  

以下は同様の手順を経て角を 98 に運ぶわけ

ですが、整列すべき臣の枚数が増えていくので、

移動に掛かる手数は次第に増えていきます。  

角が 98 に到達したときには、既に 710 手が

経過しています。３筋から７筋まで整列した臣

は、なかなか壮観ですね。  

（710 手目）  

 

３筋の角を９筋に移動させたら、それで終わ

りではありません。邪魔な 38 角を邪魔になら

ない 98 に退避させただけです。  

まずは３～７筋の臣を八段目に移し、86 臣を

87 に移動。３～７筋の臣を七段目に移し、87 臣

を 88 に移動。再び３～７筋の臣を八段目に移

したら、31 角を 97 に移すことができます。  

 

（954 手目）  

 

ここから次のような規則的な手順で 97 角を

右辺に運びます。  

 

・３～８筋の６枚の臣を七段目に整列させ、  

97 角を 88 に移す。  

・３～７筋の５枚の臣を八段目に整列させ、  

88 角を 77 に移す。  

・３～６筋の４枚の臣を七段目に整列させ、  

77 角を 68 に移す。  

・３～５筋の３枚の臣を八段目に整列させ、  

68 角を 57 に移す。  

・３・４筋の２枚の臣を七段目に整列させ、  

57 角を 48 に移す。  
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最後は「３筋の臣を八段目に移し、48 角を

37 に移す」であり、この時点で攻方玉は詰み

なのですが、ここで小さな破調があります。  

 

17 龍  29 玉  26 龍  27 飛  同龍  28 臣   

38 龍  18 玉  29 龍  17 玉  37 飛  同角  

まで  1334 手  

 

1328 手目 28 臣の移動合が見落としやすい手。

92 に居る攻方 67 跳が 28 に利いているので、

受方玉がこの地点に入ることはできませんが、

他の駒は出入り自由です。これまで通り 19 玉

とすると、２手余分に掛かります。手順の途中

で 28 臣としてしまうと、合駒で飛を入手でき

ずに困ってしまいますが、収束ならば後のこと

を考える必要はありません。これは見落としや

すい破調で、実際にここで躓いた解答もありま

した。  

この最後の罠を避けることができれば、解図

は完了。大変な長丁場でしたが、37 同角とした

形で、遠く 91 王を睨んで詰みとなります。  

 

詰上りを見ると、整列したはずの臣が、角を

通すために再びジグザグの配置に戻っています。

もしこの作品で使われている機構の応用を考え

るなら、これが何かのヒントになるかもしれま

せんね。  

 

最後に、本局の作者ご自身の投稿原稿をご覧

いただきます。長手数の作意が上手く要約さ

れており、大変見やすい原稿です。レイアウ

トの関係でやや小さめの画像になってしまい

ますが、閲覧ソフトで適宜拡大してご覧くだ

さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【短評】  

変寝夢さん  

上田さんの超大作です。解けなかった人も鑑

賞室で並べてみて下さい。絶対に損すること

はありません。  
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たくぼんさん  

見慣れぬ駒に長手数にビビリましたが分か

りやすい趣向機構で楽しく解図できました。 

いろいろなフェアリー駒を使って構築され

る機構はただただ素晴らしいの一言です。  

ただ収束の所でしばし考えました。  

 

るかなんさん（※1346 手解）  

〆切間近まで詰上図の一端すら見えていな

かったので、鑑賞まで行けて一息。  

斜めに利かない駒が斜めにしか利かない駒

の経路を浮かび上がらせる最終形が味わい

深い。  

 

真Ｔさん（※無解）  

趣向は分かったものの、手数が縮められず、

残念。趣向は斜めにしか動けない角と縦横し

か動けない臣の入替を楽しめました。  

 

伊達悠さん（※1336 手解）  

駒繰りを理解するのは決して難しくはない。

が、思ってもみないところにある手数短縮の

鍵。  

結果的に想定手数と違っているから、何かし

ら見逃している鍵があるはずだが、その 1 ピ

ースとは……？  

 

一乗谷酔象さん  

大がかりな仕掛けのある倉庫番。スペースを

確保するために 38 角を 98 まで大移動。  

解けたと思ったら 12 手ほど長い。  

序と収束にちょっと破調があって序 10 手と

収束 2 手の短縮で解決。  

 

 

 

 

 

■  147-7 伊達悠氏作（正解６名）  

 
【ルール】  

・とＸ  

成歩がＸで指定された駒の性能になる。  

（補足）  

1) 成った歩を更に成ることはできない  

2) 取られて持駒になると歩に戻る  

・多玉詰  

攻方または受方が複数の玉を使用できる。  

どの玉に対しても王手放置は禁手。  

王手を外せなければ詰み。  

（補足）  

・ここでは玉属性（相手からの取りを回避す

る義務）を持つ駒を単に玉と呼称。  

・「使用する」ではなく「使用できる」とした

のは、実際に玉が複数にならなくとも良い

という意味。逆に言えば、玉と玉になり得

る駒が複数あれば、実際の手順で複数の玉

が現れなくとも「多玉詰」とする。  

・「攻方または受方が」は「双玉」と区別する

ために付けた語句。  

・受先  

受方から指し始める。  

【解答】  

53 金  52 歩  42 玉  43 歩  32 玉  51 歩成   

21 玉  42 歩成  43 金  まで  9 手  
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【作者のコメント】  

ロイヤル属性を付与した攻方駒を複数作る

自玉協力詰。  

複数玉の中では最小の 2 玉、かつ 2 玉を作っ

て詰ませる最小手数を目指しました。（攻方の手

は歩打→歩打→歩成→歩成で、それ以外の手は

入らない）  

最終手の両王手は、途中でロイヤル属性が付

与されるからこそできる構図だったので、まだ

まだと玉の可能性を感じられる創作体験になり

ました。  

 

と玉 1 枚だけでは詰まなさそうだと見切るこ

とができれば、論理的に手順を組み立てること

はできるかと思います。  

が、そこに至るまでの謎解きをどれだけ看破

してもらえるかが楽しみでもあり、ちょっと怖

いところでもあり……。  

【解説】  

盤上に攻方玉がない協力自玉詰。  

「最後の１ピース」でも「透明駒」でもあり

ません。攻方玉は手順の中で作るのです。  

玉の素となるのは持駒の歩。「と玉」ルールに

より、歩を成れば玉になるので、これが詰める

対象になります。受方持駒も含めれば歩は合計

18 枚あるので、手数に余裕があれば攻方玉も 18

枚まで作れますが、本局は 9 手。持駒の歩２枚

を成るのに 8 手を要し、攻方が可能な全着手を

使い果たしてしまいます。  

ここで「それが作意なのでは？」と気づいた

方は、自分の鋭い勘を誇って良いと思います。

そう、作者の狙いは最短で玉を０枚から２枚に

増やすことだったのです。  

攻方の着手を制限している分、考え所は受方

の着手に与えられています。それが「受先」の

設定です。  

自由度の高い初手を何に使うかは悩ましい

ところですが、「多玉」らしい手筋を狙えば答え

に辿り着きやすいでしょう。「開き王手で複数の

玉に同時に王手を掛ける」という手筋です。  

本局の受先の初手は 53 金。これは 51 歩成の

ときに 55 飛の利きを遮りつつ、最終手 43 金の

開き王手に備えています。初手で打った駒が最

後に動くという見事な演出です。  

この最終手を何と呼ぶかは悩ましいところ

ですが、一乗谷酔象氏の短評にある「両取り両

王手」が筆者には一番しっくり来ました。「両取

り」＝「２枚の駒に取りを掛ける」、「両王手」

＝「２枚の駒で王手を掛ける」なので、両方の

性質を持つ本局の最終手は「両取り両王手」と

いう言葉がピッタリだと思います。  

【短評】  

たくぼんさん  

8 手で筋を読んで最後に 53 金を足しました。 

素直な順でよかった。  

 

るかなんさん  

見た瞬間これは解かなくては、と初日からか

かりました。  

最短経路で無玉を多玉に。こんなシンプルに

作れるものとは。  

この図とは直接関係はありませんが、「多玉

ルールで単玉の側が詰まされる」という図式

は前例があるのでしょうか？  

 

☆本誌では第 62 回 WFP 作品展特別出題（soga

氏作 WFP62-sp1、WFP62-sp2）の例があり

ます。「詰将棋コンピュータ」の原理図です。

結果稿は WFP72 号に収録されているのでご

一読ください。  

 

占魚亭さん  

両取りを実現させるために何を出すか。  

１手パスして考えると分かりやすかった。  

 

真Ｔさん  

なぜ攻方は歩を 2 枚も持っているのだろう。
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攻方の指し手は 4 回。と思った瞬間にひらめ

きました。初形にない玉の両王手の詰上がり

がいいですね。  

 

一乗谷酔象さん  

不思議な両取り両王手。  

 

■  147-8  springs 氏作（正解４名）  

 

【ルール】  

・禁欲  

駒を取らない手を優先して着手を選ぶ。  

（補足）  

・攻方王手義務、受方の王手回避義務はこの

条件に優先する。従って、攻方は合法的な

王手の中から駒を取らない王手を優先し

て選び、受方は合法的な着手の中から駒を

取らない着手を優先して選ぶ。  

【解答】  

11 金  13 玉  12 金  同玉  13 歩  11 玉   

12 歩生  21 玉  11 歩成  同玉  13 香  12 銀   

同香生  21 玉  11 香成  同玉  13 香  12 金   

同香成  同玉  21 銀  11 玉  13 香  12 金   

同香生  21 玉  11 香成  同玉  13 香  12 金   

21 金  同玉  11 金  同金  12 香成  同金   

13 桂  11 玉  21 桂成  同玉  13 桂  11 玉   

21 桂成  同玉  13 桂  11 玉  21 桂成  同玉   

まで  48 手  

 

 

 

 

 

【作者のコメント】  

桂を連続で捨てられる局面を作ります。  

12 手目の銀合・18 手目の金合の順番は限定

されていて、逆にすると 18 手目の銀合を同香

成と取れなくなります（禁欲ルールのため 21 金

と打たないといけない）。  

当初、合駒が限定されていることが分からず、

七郎さんに問い合わせて教えていただきました。 

【解説】  

駒を捨てにくい「禁欲」の条件下でどうやっ

て駒を捨てるかを問う作品。  

歩や香なら玉を 11 に置いて、「12 歩(香 ) 21

玉  11 歩 (香 )成  同玉」の要領で簡単に消せます

が、桂はそうはいきません。  

桂で王手を掛ける場合、玉は 21 にいなくて

はいけません。まずは玉を 21 に押し込む手順

を考えてみましょう。  

 

11 金  13 玉  12 金  同玉  13 歩  11 玉   

12 歩生  21 玉  

 

これは作意の冒頭 8 手そのままです。ここで

13 桂としてしまうと、12 玉とせざるを得なく

なり、王手が継続できません。  

その対策として考えられる手段の一つは、香

を金または銀に変える持駒変換です。9 手目か

ら以下のように進めてみます。  

 

13 香  12 金  同香生  21 玉  13 桂  12 玉  

11 金  13 玉  12 金  同玉  13 香  21 玉  

11 香成  同玉  
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香と金の持駒変換を挟み、香２枚を使って桂

を１枚消すことができました。でも、香は４枚、

桂は３枚です。これでは桂が残ってしまいます。

持駒変換では駄目なのでしょうか？  

答えはこうです。「持駒変換は必要、しかしそ

れで解決ではない」。  

本局を解く鍵は 12 地点を塞ぐこと。それが

できれば「13 桂  11 玉  21 桂成  同玉」で簡単に

桂を捨てることができます。  

そのためには金２枚を持った状態で、13 香に

12 金合とした局面を作らねばなりません。  

 

ここから「21 金  同玉  11 金  同金  12 香成  同

金」と進めれば、12 を塞ぐことができます。後

は桂を捨てるだけですね。  

これで一件落着…と油断してはいけません。

香と金の持駒変換が簡単にできる前提で話を進

めていますが、上の図の「金 2 桂 3」を「金桂

香」とした局面を想像してください。持駒に金

があるので、21 金とせざるを得ず、12 金を取

れません。香から金への持駒変換を単純に繰り

返すことはできないのです。  

万策尽きたかに思えますが、とっておきの秘

策があります。金への持駒変換の前に銀への持

駒変換を行っておくのです。上図のような局面

になったとき銀なら 21 に打っても王手になり

ません。従って、４枚ある香のうち２枚を「銀

金」に変換することが可能です。  

でも本当に欲しいのは「金金」でした。そこ

で２枚目の香を金に変換するとき、「不成」でな

く「成」で取って玉を 12 に誘導し、銀で 21 を

埋めます。その後に改めて金合を請求します。  

 

これなら 21 が埋まっているので、21 金を打

つ余地がありません。ここから 12 金を香不成

で取ることにより、必要な金２枚を持駒にする

ことに成功しました。  

作者のコメントにある「12 手目の銀合・18 手

目の金合の順番は限定されていて、逆にすると

18 手目の銀合を同香成と取れなくなります（禁

欲ルールのため 21 金と打たないといけない）」

というのは、こういうことだったのです。  

 

本局は「桂を消すために 12 を塞ぐ」「そのた

めに持駒変換を行う」「複数の金を得るため前も

って銀への持駒変換を行う」という三つの構想

を看破することが必要で、非常に重厚な謎解き

作品となっています。金銀の合駒順は作者自身

ですら非限定と勘違いしたくらいですから、解

答者が混乱しても無理はありません。何重もの

壁を突破して正解に辿り着いた解答者の皆さん

に拍手を送りたいと思います。  

【短評】  

たくぼんさん  

一番処理し難い桂を最後まで残す手順は青

天の霹靂。散々悩んだ挙句発見したときには

膝を叩きました。苦戦した理由は１回目と２

回目の合駒の種類が変わるのは非限定にな

ると勘違いしたからで、禁欲ルールをうまく

使った限定順だったんですね。  

 

変寝夢さん（※無解）  

意外と不規則。２１が埋まっているかどうか

で手順が変わるのか。  

 

るかなんさん（※無解）  

香を金に交換したとて最後に桂が 1 枚残って

しまう…  

22 桂を取れれば簡単になるものの、取れる状

況も作れそうになく。  

 

占魚亭さん  

13 香からの組立てに難儀しました。  

 

伊達悠さん  

難解も難解。求めるべき局面はわかるのに、

禁欲ルールのせいで何度挫折しかけたこと

か。色々な場合分けを書き出してようやく指
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定手数にはたどり着いたものの、本当に合っ

ているのかの確証は正直持てていません。  

 

一乗谷酔象さん  

２枚目の金を取るために 21 を銀で埋めてお

くのか。12 香-21 玉の形から 13 桂 12 玉の紛

れに誘導されたが持駒 1 枚 (歩でも可 )足らな

かった。  

 

■  147-9 springs 氏作（正解７名）  

 

【ルール】  

・石（●）  

不透過・不可侵の領域を表す。  

跳び越すことは可能。  

 

例えば左図で、  

12 香や 11 香成は不可。  

22 角や 11 角は不可。  

11 桂成や 31 桂成は可。  

 

（補足）  

・ホッパー系の駒のジャンプ台になる。  

【解答】  

「22 銀生  12 玉  21 銀生  11 玉  12 銀生  22 玉   

11 銀生  21 玉  22 歩  31 玉  21 歩成  32 玉  

31 と  同玉  22 銀生  32 玉  21 銀生  31 玉   

32 銀生  22 玉  31 銀生  21 玉  22 歩  11 玉   

21 歩成  12 玉  11 と  同玉」×８  

12 歩  21 玉  11 歩成  32 玉  22 銀成  同玉   

12 と  31 玉  32 歩  同玉  22 と  同玉   

まで  236 手  

 
【解説】  

まずは何も考えずに初手 12 歩を読んでみま

しょう。「12 歩  21 玉  11 歩成  32 玉  22 銀成  

同玉  12 と  31 玉  32 歩  同玉  22 と  同玉」で歩

が 16 枚余ってしまいます。何とか余分な歩を

消す方法はないでしょうか？  

仮に 11 玉→21 玉なら「22 歩  11 玉  21 歩成  

12 玉  11 と  同玉」の 6 手で歩を消せることに

気付けばしめたもの。銀鋸で玉を 21 に移動さ

せれば、左右は反転しますが、その形に持ち込

めます。以下はその繰り返し。２×３の小さな

舞台で、銀と玉が舞いながら、歩を消す楽しい

パ・ド・ドゥが始まります。  

でもあまり調子に乗ってはいけません。この

ダンスは手数を結構消費します。歩が残り二枚

になったところで、最初に読んだ素朴な手順に

立ち返り、銀を含めて攻方の駒を全部消してし

まいます。この小さな破調が趣向に華を添えて

います。147-8 が難しかった反動もありますが、

手数が長いのに、むしろ可愛く感じる作品です。 

【短評】  

たくぼんさん  

歩を 1 枚消去するのもたいへんですね。  

この作品も収束でちょっと小考しました。  

 

駒井めいさん  

歩 18 枚を消去してから 22 銀成かと思いき

や、それは手数オーバー。歩１枚を消去する

ためにわざわざ玉の位置を変えなきゃいけ

ないのが面白い。銀生の連続から最後は銀成

で歩２枚を消去するのが緩みのない流れ。  
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変寝夢さん（※無解）  

収束が難しそう。プロブレムの人なら歩を何

枚に設定するのかな？  

 

るかなんさん  

こちらは合駒が絡まないからかすんなり。  

銀を成って押し売りするまではともかく、駒

台に歩が残っているタイミングで切るのは

予想外。  

 

占魚亭さん  

「22 銀成、同玉迄だな」と思っていたら、微

妙にズラされた。  

 

真Ｔさん  

玉位置を動かすために銀を使う手順が面白

い。収束の破調も楽しめました。  

 

伊達悠さん  

歩が何枚あれば収束の形に入るかを突き止

めることで、逆算的に趣向手順の手数を推定

しました。  

普通に趣向手順から考えて、順算的に収束を

考える方が早く解けたかも……？  

 

一乗谷酔象さん  

密室の中、銀の振り子。  

 

■  147-10 青木裕一氏作（正解６名）  

 

【ルール】  

・穴、穽（○）  

着手はできないが、走り駒が通過することは

できる箇所を表す。  

【解答】  

49 角  38 馬  17 歩  15 玉  16 歩  56 馬   

58 角  16 玉  49 角  38 馬  17 歩  15 玉   

16 歩  65 馬  67 角  16 玉  49 角  38 馬   

17 歩  15 玉  16 歩  74 馬  76 角  16 玉   

49 角  38 馬  17 歩  15 玉  16 歩  83 馬  

85 角  16 玉  49 角  38 馬  17 歩  15 玉   

16 歩  92 馬  94 角  16 玉  49 角  38 金   

同角  同馬  17 歩  15 玉  16 歩  同馬   

14 金  まで  49 手  

 

【作者のコメント】  

双方連取りです。  

【解説】  

「連取り」は攻方の駒で、直線状に並んだ受

方の駒を順々に取っていく趣向を指す言葉でし

た。ですから「第 12 回アンチキルケばか詰作品

展」（結果稿：WFP152 号）で、青木裕一氏の「受

方連取り」（受方の駒で、直線状に並んだ攻方の

駒を順々に取っていく趣向）を見たときには、

大変驚いたものです。  

本局は更にその上を行く「双方連取り」。通常

の「攻方連取り」と「受方連取り」が同時に進

行して行くという、前代未聞の趣向です。  

この趣向を成立させる鍵が、王手の有効／無

効を切り替えられる Lortap のルールです。  

16 歩の王手を無効化するため受方の馬が動

き、有効化するため攻方の角が動きます。そ
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の過程で受方は 92 金を狙って攻方の歩を

順々に取り、攻方は失う歩を補充するために

受方の歩を順々に取っていきます。双方連取

りという実現困難そうな趣向が、いとも簡単

に成立していることに驚かされますね。  

双方連取りが終わった後の収束も気が利い

ています。連取りに使った馬を玉に利かせて、

金１枚で詰ます単騎詰。Lortap らしい詰上りで

すね。もちろん歩を支え駒とした頭金の形では

詰みません。Lortap では支え駒は却って邪魔な

のです。  

Lortap は未開拓のルールですが、本局では

Lortap の基本手筋を応用した見事な趣向手順が

主題となっています。本局は Lortap が手筋の調

査の段階から、本格的な創作の段階へ移りつつ

あることを象徴する作品になると思います。  

【短評】  

たくぼんさん  

新たなルールは特有の趣向を見るのが楽し

みです。玉とは離れた所で馬角鋸が出現する

のは面白いですね。  

 

☆「鋸」ではありませんが、往復運動を「鋸引」

に見立ててれば、そう言えなくはないかも。 

 

変寝夢さん（※無解）  

ルール勘違いして降参でしたが、一番正解が

多い作かもしれませんでしたね。  

新しいルールで創作する時は趣向を作って

みる、ですね。  

 

るかなんさん  

普通に 16 歩  14 玉  15 金として「迄」と書こ

うとしたところではたと気付く。  

フェアリーで「普通」は危険な信号でした。 

覗き窓から漬物石が飛び込んでくるどんで

ん返し。  

 

占魚亭さん  

見事な双方連取り趣向。  

こんなことが出来るとは思わなかったです。 

 

真Ｔさん  

面白い趣向手順。収束もしゃれている。  

 

伊達悠さん  

逆に、青木氏をもってしても「穴」を使わな

いと趣向手順を実現できなかったと思うべ

きなのでしょうか。  

新ルールで中長編仕様の趣向手順を出して

くる技術は毎度感嘆します。  

 

一乗谷酔象さん  

Lortap の紐付けと紐外しの繰返しで双方の剥

がし。面白い。  

 

■  147-11 変寝夢氏作（正解６名）  

 

【ルール】  

・駒全マネ禁  

直前の指し手の駒種と同じ駒での着手を禁

止する。  

（補足）  

1) 直前の指し手と同じ種類の駒を動かす手

でしか詰みを回避するしかない場合や、玉

を取る手にもこれを適用する。  

2) 成駒と生駒は別種の駒として区別する。  

また、直前の手が「成」だった場合、成る

前の駒種で判定する。  

・Rook -Grasshopper （城）  

Grasshopper の動きを縦横に制限したもの。

縦または横方向にある駒を１つ飛び越した

その直後の地点に着地する。そこに敵の駒が

あれば取れる。  
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 （■は何らかの駒。  

○が城の利き）  

 

・Zero（零）  

(0,0)-leaper。現在位置に移動する。  

行き所のない駒にはならない。  

【解答】（※元位置への移動を「居」で表記）  

28桂  11城  99零居  31城  99零居  39城   

99零居  89城  87桂  86城  75桂  66城   

63桂  62城  99零居  92城  まで  16手  

 

【作者のコメント】  

駒全マネ禁ルールで零での有効な移動（王手）

をやってみたかった。  

発展性は全く見えませんが・・  

【解説】  

Zero（零）は詰将棋では使いにくい駒です。

詰将棋には攻方王手義務があり、王手とそれを

防ぐ手の繰り返しで手順が構成されます。零で

は王手ができませんし、王手を防ぐ場合も合駒

くらいしか使い途がありません。  

ところが、本局では元位置から動かない零の

着手で王手が掛けられるのです。  

その秘密は「駒全マネ禁」というルールにあ

ります。これは「直前の指し手の駒種と同じ駒

での着手を禁止する」というルールです。もし、

ある駒の応手により本来なら王手になるはずの

状態が「王手無効」となっている場合、王手し

ているはずの駒と違う種類の駒を動かせば、そ

れが王手となります。本局はそれを零で行うこ

とで、王手を可能にしています。  

例えば 3 手目では零による着手が行われ、21

の Rook-Grasshopper（城）による王手が有効に

なります。動かす駒と王手する駒が異なるとい

う点で、これは「開き王手」を一般化した「委

託王手」の一種と言えるでしょう。王手の有効

化は桂でも行えるので、桂と零のどちらで委託

王手をするかというのも、本局の謎解き要素の

一つです。  

零の話が続きましたが、もう一つのフェアリ

ー駒である城にも注目しましょう。  

攻方の 21 城はここに固定して、周囲の駒を

操作して王手の有効／無効を切り替えます。受

方は王手の無効化のため城を動かしますが、そ

の移動先を上手く選択して、99 零王を詰める位

置に近付けていきます。  

城は足場となる駒を跳び越して動きますが、

初期位置の駒だけでは足場が足りません。幸い、

79 桂を適切な位置に動かせば、それを新たな足

場として再利用することができます。再利用の

回数は３回。桂三段跳の登場です。  

動かない（元位置に動く）零での王手という

奇妙な着手と、動かない足場（石・21 城）と動

く足場（79 桂）を使った城の誘導など、フェア

リーでしか味わえない不思議な雰囲気を味わえ

る作品だったと思います。  

【短評】  

たくぼんさん  

桂の跳ねるタイミングが絶妙ですね。  

零の動きを勘違いして不詰かと思いました。 

 

るかなんさん  

零を指す感覚が分からないと早々に手詰ま

り。そこさえわかれば氷床パズルの調子です

いすい手が進む。  

 

占魚亭さん  

受方 RookGrasshopper の運搬。  

桂の三段跳ねがいい感じ。  

 

真Ｔさん  

動きたくない時は零の出番。  
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桂の 3 段跳ねが気持ちいい。  

 

一乗谷酔象さん  

零を置くと１手パスの選択ができる。  

■  147-12 真Ｔ氏作（正解３名）※早詰  

 

【ルール】  

・最悪詰  

攻方はなるべく相手玉が詰まないように王

手し、受方はなるべく早く自玉が詰むように

応じる。  

【解答】  

27金 同龍 53角 44金 同角成 26金  

同馬 同龍 27金 同龍 35馬 26角  

同馬 同龍 27金 同龍  

「53角 44金 同角成 35歩 同馬 26角  

同馬 同龍 27金 同龍 」×13 

53角 35歩 同角成 26桂 同馬 同龍  

29桂 16玉 17歩 同龍 15金 同玉  

16歩 同龍 27桂 同龍 16歩 24玉  

25歩 35玉 36歩 46玉 47歩 同龍引  

57銀 同龍 47歩 36玉 37歩 25玉  

26歩 同龍 17桂 同龍 26歩 24玉  

25歩 14玉 15歩 同龍 26桂 同龍  

15歩 同玉 16歩 同玉 17歩 同玉  

18歩 同玉 19歩 29玉 38銀 39玉  

49金 まで 201手 

 

〔主な変化〕  

・3 手目 35 馬は 26 金から作意同様に進み 8 手

早く詰む  

・17 手目 35 角は 26 桂  同角  16 玉  17 歩  同龍  

15 金まで早詰（この変化を避けるため、角は

成れる位置に打つ必要がある。歩をもっと多

く持った状態でも同様。）  

・17 手目 62 角や 71 角は 53 に角合されて、同

角、同龍の後、上記の変化に合流して早詰  

 

〔主な紛れ〕  

・4 手目 26 桂は同角成  同龍  29 桂  同歩成  39

馬  28 角  同馬  同龍上  53 角  26 角  同角成  

同龍  28 角  16 玉  15 金  同玉  27 桂  24 玉  46

角  35 桂  25 歩以下不詰。初形で持駒に歩が

あるのはこの紛れに備えるため  

・148 手目 44 金は同角成  35 歩  同馬  26 角  同

馬  同龍  27 金  同龍以下 8 手長い  

【作者のコメント】  

持駒増幅。1 サイクル 10 手で攻方の持駒が一

歩増えます。  

初形の攻方持駒歩は余詰消し。4 手目 26 桂以

下の余詰を防いでいます。  

【解説】  

最悪詰最長手数となる 201 手の大作。長手数を

生み出す源泉は「持駒増幅」です。16 手目の局

面を起点にその仕組みを説明します。  
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王手は角打しかありませんが、成れない位置

から打つと簡単に詰んでしまいます。例えば、

35 角なら以下 26 桂、同角、16 玉、17 歩、同

龍、15 金という具合です。  

成れる位置は 53・62・71 のいずれかですが、

53 以外は早詰です。例えば 62 角なら以下 53

角、同角、同龍と進み、結局成れない位置から

角を打つことになるからです。つまり 53 角は

「合駒されないための近打（成れる位置のうち

最も玉に近いという意味）」なのです。  

角打に対し、受方は歩の譲渡と手の継続を図

る意味で「金歩角」の順に合駒を渡します。金

と角の順番は逆にはできません。角を先に渡す

と、35 歩の後、26 角を打たれて困ります。26

角に対し 16 玉としても馬の王手が残るので、

攻方が不詰に誘導できるのです。  

 

これで持駒増幅―受方が攻方に無理やり歩

を押し付ける手順―の仕組みは分かりました。

受方は初形で歩 15 枚持っています。では、歩は

何枚渡すべきでしょうか？   

答えは 14 枚。当てずっぽうで 15 枚と答えた

人はいませんか？  初形で攻方は歩を１枚持っ

ているので、15 枚の歩が必要な収束が待ち構え

ているということです。  

もう一つ忘れてはならないことがあります。

受方が攻方に渡す 14 枚のうち、13 枚は規則正

しい持駒増幅機構の繰り返しで渡しますが、最

後の１枚を渡すときは「金歩角」の合駒から「歩

桂」の合駒の組み合わせに変わります（148 手

目 35 歩合から 150 手目 26 桂合）。ここは趣向

部の破調と考えることもできますし、収束への

導入部と考えても良いでしょう。  

 

本局の収束部は 152 手目の局面から。  

 

（152 手目）  

 

ここから 49 手をかけ「桂歩 15」の大量の持

駒を消費する収束は圧巻。この部分だけでも一

つの作品として立派に通用します。大量の持駒

を消費する割に配置もコンパクトで、手順を並

べるだけでも、その巧緻さが伝わるでしょう。  

 

序奏についても触れておきましょう。ここで

は持駒増幅機構を予感させる 3 手目 53 角の限

定打が出てきます。3 手目 35 馬だと作意に短絡

するので、それを避ける手ですが、これに対し

受方は「金金」の合駒でそれに応じます。57 馬

が睨んでいるので、ここでは歩合ができません。

序奏で主部の変形版が出る巧い構成です。  

 

なお、作者のコメントにもある通り、初形で

持駒に歩があるのは早詰防止のためです。具体

的には以下の手順を防いでいます。  

 

27 金  同龍  53 角  26 桂  同角成  同龍   

29 桂  同歩成  39 馬  28 角  同馬  同龍上   

53 角  26 角  同角成  同龍  28 角  16 玉   

15 金  同玉  27 桂  24 玉  46 角  35 桂   

同角  25 玉  17 桂  34 玉  26 桂  まで  29 手  

 

持駒に前に利く駒がないため受方が角や桂

を渡すことで、詰みに誘導できるわけですね。

逆に歩があれば上の手順の 19 手目に 25 歩など

として逃れることができます。  

 

このように本局は序・主部・収束、すべてが充

実しており、最悪詰の傑作誕生を喜んでいたの

ですが、残念なことにこの傑作に早詰がありま

した。指摘したのは一乗谷酔象氏。最初は 167

手解（短評欄で紹介します）でしたが、ここで  
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はその手順を更に短縮した 165 手解をご覧い

ただきます。  

 

〔早詰〕一乗谷酔象氏指摘  

27金 同龍 53角 44金 同角成 26金  

同馬 同龍 27金 同龍 35馬 26角  

同馬 同龍 27金 同龍  

「53角 44金 同角成 35歩 同馬 26角  

同馬 同龍 27金 同龍 」×９ 

53 角  35 歩  同角成  18 玉  17 馬  同玉   

18 歩  16 玉  15 金  26 玉  25 金  36 玉   

35 金  46 玉  36 金  56 玉  57 歩  65 玉   

66 歩  74 玉  75 歩  63 玉  55 桂  54 玉   

45 金  同玉  46 歩  55 玉  56 歩  46 玉   

47 歩  同龍引  57 銀  同龍  47 歩  45 玉   

46 歩  35 玉  27 桂  同龍  36 歩  同龍   

33 飛  34 歩  同飛成  同玉  35 歩  25 玉   

26 歩  16 玉  17 歩  同玉  18 歩  同玉   

19 歩  29 玉  38 銀  39 玉  49 金  まで  165 手  

 

持歩が 11 枚になったところで、18 玉とする

のがポイント。この手順では 19 桂で 27 龍を取

る展開になるので、強力な飛が攻方に渡って不

詰となると思っていたのですが、左辺を大回り

して、攻方に飛が渡っても詰むようにする巧妙

な手順がありました。変化は多岐にわたります

が、確かに成立しています。  

 

以下は修正図と作者のコメントです。  

 

〔修正図〕  

 
修正図についての作者のコメント  

修正は 19 桂→39 桂でお願いします。  

110 手目 18 玉に対し 19 歩で逃れるつも

りです。  

創作時の記憶はあまり残ってないので

すが、確か 19 桂、39 桂のどちらにする

か迷い、紛れ (47 桂のない分 )が少なそう

な 19 桂を選択しました。なので 39 桂で

も問題はなかったと思います。  

 

２択のうち、早詰がある方を選んでしまった

というのは不運ですね。修正不能ではなかった

ことが不幸中の幸いです。もし、この修正図に

も不具合があるようでしたら、担当者までお知

らせください。  

【短評】  

たくぼんさん  

角を 53 より遠くに打つと歩が早く手に入る

ので 53 限定、金歩角の連続合もこの順しか

なくあとは歩を何枚取るかですが･･･そこか

ら先に収束を考えると桂を消去していれば

49 銀、59 金の配置で詰型が何となく見えた

ので･･･とここまでは早かった。  

しかしながら収束で 53 角、18 玉、17 角成、

同玉からが繋がらない。その後 26 桂に気付

いて先が見えたかと思ったが 29 桂と打って

29 桂と 18 桂をすぐに消去しようとして悩み

ました。一旦玉を 4 筋方面に逃がして 1、2 筋

に戻ってから消去が盲点でした。  

趣向後と収束をドッキングさせる解図方法

の穴に苦しんだ感じです。繰り返し手順の最

後の 53 角に 35 歩～26 桂の破調順もやられ

たという感じです。  

どっぷり解図に浸った１ヶ月でした。  

 

るかなんさん（※無解）  

せめて読めるところまで頑張ろうとしたも

のの、3 手目で既にギブアップ…。  

 

一乗谷酔象さん（※早詰解、ここでは 167 手解を紹介） 

略記記号  

Ａ＝｢27 金  同龍  53 角  44 金  同角成  35 歩  

同馬  26 角  同馬  同龍｣(10 手、持歩が 1 枚増 ) 

 

手順  

27 金  同龍  53 角  44 金  同角成  26 金   

同馬  同龍  27 金  同龍  35 馬  26 角   

同馬  同龍  (14/14) 

『Ａ』９回繰り返し  (90/104) 
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27 金  同龍  53 角  35 歩  同角成  18 玉  

17 馬  同玉  18 歩  16 玉  15 金 (*1) 26 玉   

25 金  36 玉  35 金  46 玉  36 金  56 玉   

57 歩 (*2) 65 玉  66 歩  74 玉  75 歩  63 玉   

55 桂  54 玉  45 金  同玉  46 歩  55 玉   

56 歩  46 玉  47 歩  同龍引  57 銀  同龍   

47 歩  35 玉  27 桂 (*3) 26 玉  24 飛 (*4) 25 香   

同飛  同玉  26 歩  14 玉  17 香  16 歩   

同香  24 玉  25 歩  同玉  26 歩  16 玉   

17 歩  同玉  18 歩  同玉  19 歩  29 玉   

38 銀  39 玉  49 金  (63/167) 

まで 167 手 (駒余り歩 2). 

 

(*1) 17 歩の変化 (115 手目 15 金に代えて ) 

17 歩  同龍  15 金  同玉  16 歩  同龍   

27 桂  同龍  16 歩  25 玉  26 歩  36 玉   

37 歩  46 玉  47 歩  同龍  57 銀  同龍   

47 歩  35 玉  36 歩  24 玉  25 歩  同玉   

26 歩  16 玉  17 歩  同玉  18 歩  同玉   

19 歩  29 玉  38 銀  39 玉  49 金 (114+35)  

まで 149 手で早い。  

この変化のために持歩 11 枚必要。  

 

(*2)(123 手目 57 歩に代えて ) 

・46 金の変化  

46 金  同玉  47 歩  同龍引  57 銀  同龍   

47 歩  35 玉以下、収束に短絡し、早い。  

・57 銀の変化  

57 銀  同龍  46 金  同玉  47 歩  35 玉以下。  

 

(*3) 36 歩の変化 (143 手目 27 桂に代えて ) 

36 歩  同龍  27 桂  同龍  36 歩  25 玉   

26 歩  16 玉  17 歩  同玉  18 歩  同玉   

19 歩  29 玉  38 銀  39 玉  49 金 (142+17)  

まで 159 手で早い。  

この変化のために持歩 11 枚必要。  

 

(*4)(145 手目 24 飛に代えて ) 

・16 飛 /25 飛 /36 飛は同玉以下、46～96 飛は

36 歩  同飛  同玉以下早い。  

・21～23 飛は 24 飛と同様、25 香  同飛成 /生  

同玉以下。  

 

58 龍、32 玉、14 金の配置が絶妙。連合の後

は、３枚の桂まで捌けて凄い趣向手順。膨大

な変化と紛れがあり持駒を変化させたとき

組合わせで右辺、下辺それぞれに収束と不詰

が潜んでいる。  

特に、持歩 11 枚必要な 159 手解（変化*3）

は、詰上がり盤面の攻方が歩以外は金銀２枚

のみの綺麗な収束。67 桂まで消えるのは感動

もの。  

修正を期待します。  

 

☆一乗谷酔象氏からは出題時には想像すらしな

かった 167 手の早詰解をいただきました。も

しフェアリーの解答部門に表彰制度がある

なら、第一位に値する大殊勲だと思います。 

この手順を改良した 165 手解は解説本文の方

で紹介させていただいたので、ここでは元の

167 手解と変化手順を引用させていただきま

した。  

 

【総評等】  

たくぼんさん  

長手数の作品が多いのがすごく楽しかった

です。最近は短編の発表数が爆発的に多く、

中長編の発表作が少ない傾向が続いていま

すので中長編ファンの私はもっとたくさん

の作品を解図したいと願っています。  

 

☆たくぼん氏はただ一人全題正解を達成。2022

年度出題分のトリを見事に飾りましたね。作

稿の都合により、解答成績の集計結果は次号

になりますので少々お待ちください。  

 

変寝夢さん  

Lortap も合法手かどうかの確認作業が大変な

ルールだと思いました。  

全て標準駒を使用した Lortap 協力詰か、全て

Lortap 駒を使用した単なる協力詰か、と考え

てみたら面白かったです。  

 

☆特定の駒だけに Lortap 属性（自身に味方の利

きがあると相手駒を取れない）を与えるルー

ルも考えられますね。需要があるかどうかは

分かりませんが。  

 

荻原和彦さん  

最近フェアリーに取り組み始めたばかりで、

まだルール理解もおぼつかない状態ですが、

よろしくお願いします。  

WFP 作品展には今回初挑戦。聞きしに勝る難
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解さに驚くやら感心するやらです。幸い１題

解けたようなので解答をお送りします。  

（次回以降せめて 3 題くらいは解答したいも

のですけど、難易度次第でしょうか）  

 

☆荻原氏は今回が初参加。毎回これほど重量級

の作品ばかりではありませんし、解きやすい

作品もあるので、今後も解答をよろしくお願

いします。  

 

るかなんさん  

前半 6 問は〆切間近まで苦戦しましたが、そ

の分ギミックを閃いた時の爽快感たるや。  

最終問題は、はい。  

毎回今度こそはと思って挑戦し続けました

が、１年目は全問正解は未達成。  

いつかは全出題者を唸らせたいものです。  

 

伊達悠さん  

1 打 1 打が猛烈に重い千本ノックを受けてい

る感じでした。もっとも、野球部ではないの

で千本ノックの経験はないのですが。  

この分量は年をまたいでも仕方ありません

ね。心残りはあるものの、十二分に楽しませ

てもらいました。  

 

一乗谷酔象さん  

骨のある大作揃いでした。  

自作が前回に続いての余詰の連発で情けな

い。fmza の｢駒全マネ取禁 (協力 )｣ルール追加、

ありがとうございます。今後は fmza の力を

借ります。  

 

☆今回は素晴らしい作品が多く、担当者とし

は嬉しかったのですが、解図はとても大変だ

ったと思います。解けなくても、解図に挑戦

するだけで鑑賞時に受ける印象はかなり違う

と思うので、ちょっと無理そうに思う作品で

も目を通してみてください。  

実は筆者も結果稿を書くのも結構苦戦してお

り、作品の良さを上手く伝えられたかどうか

自信がありません。解説の至らない点は、皆

さんの鑑賞力で補ってください。  

次回より新年度分の結果稿をお届けします。

果たして今年はどんな作品に出会えるでしょ

うか？  

 

 

〔WFP147-1 改作図解答〕  

56 桂  34 桂  25 王  46 桂左  34 王  43 桂   

同王  66 桂  57 桂  55 玉  54 王  まで  11 手  

【作者のコメント】  

このルールで桂は、玉の退路塞ぎとして攻方、

受方ともに使いやすく双方駒取りのある作意手

順は欲張りすぎました。また、双玉が近すぎる

と詰型のバリエーションが増えます。  

本作の主題である詰上がり都玉の十字架（元

の 11 手作意と同型）となる 11 手詰を検討いた

しました。修正というよりは改作です。fmza で

唯一解を確認できましたのでご連絡いたします。 

 

〔WFP147-2 修正・改作図解答〕  

27 王  18 玉  17 王  27 玉  18 王  37 玉   

27 王  38 玉  37 王  39 玉  48 王  38 玉   

39 王  37 玉  38 王  27 玉  37 王  38 玉   

48 王  27 玉  38 王  18 玉  27 王  17 玉   

18 王  27 玉  17 王  38 玉  27 王  39 玉  

38 王  まで  31 手  

【作者のコメント】  

攻方玉の可動地点をいろいろ試しましたが、

単純な修正では枝分かれの非限定や複数解が生

じる場合が多いです。  

改作案では、先手のみ着手可能な地点を 47 か

ら 48 に変更しました。  

一見 47 と 48 は等価のようですが、詰位置の

39 地点での折り返し１回を加えることで手順

を限定しています。  

 

以上  
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真 T／Web Fairy Paradise／2021 年 5 月 
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回数 課題 W FP号数

#1 協力詰 出題 163 号

#2 受先協力詰 出題 164 号

#3 協力自玉詰 出題 165 号

#4 打歩協力詰 出題 166 号

#5 連続協力詰 出題 167 号

#6 強欲協力詰 出題 168 号

#7 多玉協力詰 出題 169 号

#8 非王手協力詰 出題 170 号

#9 と×協力詰 出題 171 号

#10 透明駒 出題 172 号

#11
駒余り禁

・限定協力詰
出題 173 号

#12 最悪詰 出題 174 号

#13 禁欲協力詰 出題 175 号

#14 ライフル協力詰 出題 176 号
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Lortap入門作品展 出題（再掲） 
 担当：駒井めい  

Lortapルールの作品展を開催します。

2022年10月号で作品を募集したところ、10

名の作者から16作を投稿いただきました。担

当者の作品を加えた計17作を出題します。解

答を募集しますので、よろしくお願いしま

す。結果発表は2023年3月号で行います。  

解答要項  

〔締切〕  

2023年2月28日（火）  

〔送付先〕  

下記どちらかの方法でご提出ください。  

・メール：

meikomaivtsume[at]gmail.com 

・TwitterのDM：@MeiKomai_Tsume 

〔送付内容〕  

・解答者名（ペンネーム可）  

・解答  

・短評  

・総評（任意）  

出題  

【Lortap】  

味方の駒の利きで紐が付いている駒は、敵の

駒を取ることができない。この条件は王手にも適

用され、玉を取れない場合は王手とみなさない。 

※ルールの詳細は2022年10号「Lortapの紹介」を

ご覧ください。 

 

【協力詰】 

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。

無駄合の概念はなく、合駒は全て有効。 

 

【受先】 

受方から指し始める。 

 

第1番～第16番がLortap協力詰で、第17番の

みLortap詰（Lortap＋詰将棋）なのでご注意くだ

さい。 

第1番 駒井めい作 

 

※受先なので、受方から指し始めます。 

 

第2番 真T作 

 

 

第3番 変寝夢作 
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第4番 神在月生作 

 

 

第5番 伊達悠作 

 

 

第6番 springs作 

 

 

 

第7番 占魚亭作 

 

 

第8番 伊達悠作 

 

 

第9番 青木裕一作 
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第10番 せら作 

 

 

第11番 真T作 

 

 

第12番 変寝夢作 

 

 

 

第13番 たくぼん作 

 

 

第14番 springs作 

 

 

第15番 羽毛布団作 
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第16番 せら作 

 

 

第17番 青木裕一作 

 

※Lortap詰なので、Lortap＋詰将棋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空きスペースコラム 

冪和の不等式（問題編）／神無太郎 

 

すみません、また数学ネタです。 

 

 

 

 

 

 

知り合いから提示されたこの問題を解いて

いるときにたどり着いた不等式がこれです。 

 

ὼȟώȟᾀ πȟ   ὼώᾀρのとき、 

ὼ ώ ᾀḶὼ ώ ᾀ 

が成り立つ。 

 

前者の不等式がいかにも作り物という感じ

なのに対して、後者の不等式は前提条件が増え

ているとはいえ、とっても端正ですよね。詰将

棋で例えるなら実戦形あるいは簡素図式という

ことになるのではないでしょうか。 

ただ、その証明となると一筋縄では行きま

せん、たぶん。ちょっと考えてみてください。 

 

（解答編は P をご覧ください） 
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 担当 Pontamon  

 

将棋についての話をヒントに将棋の指し手

を復元するパズル、推理将棋の第１５９回出題

です。はじめての方は どんな将棋だったの？ 

- 推理将棋入門 をごらんください。 

解答、感想はメールで２０２３年３月１０

日までに TETSU まで 

（omochabako@nifty.com） メールの題名は

「推理将棋第１５９回解答」でお願いします。 

解答者全員の中から抽選で１名に賞品リストか

らどれでも一つご希望のものをプレゼント！ 

１題でも解けたらぜひご解答ください。 

**************************************************** 

第 159 回は 2023 年の通常出題の開始になり

ます。 

初級は、はなさかしろうさんからの 8 手作

で、先手の同種の駒着手が３回です。 

中級は、ミニベロさんからの 9 手作で、先

手は初手以外は全て王手です。 

上級は、ＮＡＯさんからの 13 手作で、合法

手の数の問題です。 

****************************************************  

■本出題 

１５９-１ 初級 はなさかしろう 作  

七五三           ８手 

２枚ある駒種での３手だと、王手の時に玉

はかわせないので初王手での詰み？ 

１５９-２ 中級 ミニベロ 作  

初手以外すべて王手        ９手 

頭金は手付金ではなく将棋では相手の玉頭

への金の手のこと。となると頭飛車は？ 

１５９-３ 上級 ＮＡＯ 作  

他に指す手はいくらでもあったのに１３手 

156-2 の９手作では８手目が 88 通り。本問

は２倍超えの 185 通り以上とのことです。 

**************************************************** 

■中間ヒント （２月２４日頃 作者） 

 

■締め切り前ヒント （３月３日頃 

Pontamon） 

**************************************************** 

１５９-１ 初級 はなさかしろう 作  

七五三           ８手 

 

「8 手で詰んだみたいだけど、どんな将棋だっ

た？」 

「3、5、7 手目は同一駒種の手で 3 手目と 7 手

目は同一駒の手だったよ」 

「七五三みたいだね」 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

・8 手で詰み 

・3、5、7 手目は同一駒種の手で 3 手目と 7

手目は同一駒の手 

**************************************************** 

１５９-２ 中級 ミニベロ 作  

初手以外すべて王手        ９手 

 

「９手で詰んだか。９手で頭飛車は珍しい手筋

だね」 

「先手の「初手以外すべて王手」というのも珍

しいけどね」 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

(条件) 

・９手詰 

・先手は、初手以外すべて王手を掛けた 

・頭飛車の手があった 

**************************************************** 

１５９-３ 上級 ＮＡＯ 作  

他に指す手はいくらでもあったのに １３手 

 

「手が広い局面でさんざん迷ったあげく大駒の

手を指したら 13 手目に詰まされちゃった」 

「棋譜を見せて。ふむ金頭の手が１回だけか。 

なるほど君が迷った後手番の局面は選択肢が

185 通り以上もあったんだね。他に指す手はい

くらでもあったのに」 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

(条件) 

・13 手で詰んだ 

・後手は選択肢が 185 通り以上ある局面で

大駒の手を指した 

・金頭の手が１回だけあった 

**************************************************** 

このコーナーで出題する問題を募集しま

す。入門用の易しい問題を歓迎。作者名、問

題、解答、狙いなどを記入して「推理将棋投
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稿」の題名で TETSU にメール

（omochabako@nifty.com）してください。 

************************************************* 

 

 

 

 担当 Pontamon  

推理将棋第１５６回は１２名の方々から解

答をいただきました。解答、ありがとうござい

ます。 

**************************************************** 

１５７-１ 初級  Pontamon 作   

３回動かす     ８手 

 

「さっきの将棋は８手で詰んだよ」 

「どんな将棋だったの？」 

「先手はある駒を３回動かしたよ」 

さて、どんな手順だったのでしょうか。 

 

（条件） 

 

・8 手で詰み 

・先手はひとつの駒を３回動かした 

**************************************************** 

出題のことば（担当 Pontamon） 

 ３回着手は連続なのか非連続なのか？どの

駒？ 

作者ヒント 

 ある駒を３連続で動かします（Pontamon） 

締め切り前ヒント 

 後手もある駒をそのまま３回動かします。 

**************************************************** 

推理将棋１５７-１ 解答 

 

▲58 玉、△84 歩、▲68 玉、△85 歩、▲78

玉、△86 歩、▲68 飛、△87 歩成 まで８手 

 

詰上り図 

  

（条件） 

・8 手で詰み 

・先手はひとつの駒を３回動かした（初手▲58

玉、３手目▲68 玉、５手目▲78 玉）  

  

先手が３回指す駒がどれなのか分かりませ

んが、先手の４手中の３手を指すのですからそ

の３手は無駄手なのかもしれません、つまり残

り１手で詰み形を作るとなると、あの形です。

そう、▲58 玉の１手だけを指せば、△57 銀や

△57 飛成で詰む形があります。参考 1 図は後

手の△66 角を指せるタイミングを作るために

初手で▲58 玉を指して、最終手△57 銀の詰み

形を目指した手順になります。残念ながら８手

の時点ではまだ△57 銀を打てず、詰ますには

10 手掛かってしまい、失敗でした。 

 

初期配置 39 地点の銀を 39 地点のままで取

ったので△48 角不成の手が必要になって手数

をオーバーしています。それでは時間稼ぎの

「ある駒３回着手」の条件クリアのために△48

銀、△39 銀、△48 銀の３手で手待ちをしなが

ら 48 地点で銀を取らせる手順なら良さそうか

と思ったのですが、▲56 歩が指されていない

ので後手の△57 角不成から△48 角不成で銀を

取ることになるので同様に 10 手かかってしま

います。 

 

参考１図 
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参考 1 図：▲58 玉、△34 歩、▲56 歩、△66

角、▲55 歩、△39 角不成、▲54 歩、△48 角不

成、▲16 歩、△57 銀 まで 10 手 

 

ある駒を手待ちのために３手指すのではな

いとすると、先手玉が詰まされる形作りのため

に指す手なのかもしれません。居玉のままだと

金の羽根付きになるので詰ませるのは難しいで

すが、金と玉の位置を入れ替える際に金の手を

３手指せば良いかもしれません。玉と金を入れ

替えるのは吊るし桂で仕留めるときの常套手段

なので、その吊るし桂を目指したのが参考 2 図

です。玉の手を挟んで金を３回動かしています

が、吊るし桂の形だと手数オーバーの 10 手に

なったので失敗でした。 

 

参考２図 

  

 

参考 2 図：▲76 歩、△34 歩、▲68 金、△88 角

成、▲69 玉、△89 馬、▲58 金寄、△67 馬、▲

59 金引、△77 桂 まで 10 手 

 

３回指す駒は、歩でも銀でも金でもないよ

うです。ひとつの駒で３回着手が可能で残って

いる駒種には角と飛があります。角は初期配置

では動くことができないので、初手は角道の歩

を突くか▲98 香や▲78 銀などで角が移動でき

るスペースを作ってその地点へ行き来する順が

考えられます。しかし、この順だと先手玉が詰

まされるための協力手を指せないので失敗する

でしょう。飛の場合は３回目の手で▲68 飛と

して、△66 角と△56 飛の詰み形や△57 飛成ま

での詰み形が思い浮かびますが、手数が足りま

せん。▲16 歩としても香の場合は▲18 香と▲

17 香の２手しか指せないので除外できます

が、桂は初手の歩突きのあとの３段跳ねが可能

です。しかし、これも詰み形を作る協力ができ

ないので失敗します。残っている駒種は玉で

す。△87 歩成までの詰み形では、玉が１手で

▲78 玉を指せるのであれば、飛を左右に振っ

て３回目で▲68 飛にしてもいいですし、▲48

金、▲58 金寄、▲68 金寄の３手で 68 地点を埋

めることもできます。しかし、78 地点へ玉が

行くには▲68 玉、▲78 玉の２手が必要なの

で、その後に飛や金の３手を指すと手数オーバ

ーになります。などの手順を確認していて気づ

きました。68 地点を埋めるための金の着手は

２手で済むところを３手掛けて移動していたの

でその方法を玉移動に適用すれば、78 地点へ

の玉移動を３回にできます。残りの１手は退路

の 68 地点を埋める▲68 飛です。初手から、▲

58 玉、△84 歩、▲68 玉、△85 歩、▲78 玉で

玉を３回動かしました。６手目から△86 歩、

▲68 飛、△87 歩成で詰みとなりました。 

 

同手順の先行作はミニベロさん採譜の「11-

1 斜めに行ける駒はない？」、同じ詰み上がり

は館長さんの「8-1 だるまさん」やけいたん

さんの「136-1 初手と７手目は金」がありま

す。 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。 

 

（短評） 
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テイエムガンバさん 「古典７手の名作プラス

１手の基本的な問題。」 

 

■客寄せの８手易問でした。「忘れた頃の／例

の手順」その１。 

 

諏訪冬葉さん 「昔「斜め移動なし」の条件で

同じ手順の問題があったのを覚えていまし

た。」 

 

■「11-1 斜めに行ける駒はない？」ですね。

似た条件があったのなら思い出すかもしれませ

んが、「先手はひとつの駒を３回動かす」の条

件が斜めに行ける駒はないに結び付くとは意外

でした。 

 

ＮＡＯさん 「7 手詰の受方２連続を一手延ば

す。」 

 

■３手動かすために初手へ余裕手を追加しまし

た。 

 

RINTARO さん 「瞬殺です。」 

 

■「瞬殺」コメントその１． 

 

はなさかしろうさん 「忘れた頃にやってくる

…第一感即この手順ですが、唯一解とは驚きで

す。」 

 

■他の駒でも３回着手がありそうな気はします

ね。 

 

ほっとさん 「忘れた頃に出題されるやつ。」 

 

■「忘れた頃／例の手順」その２。 

 

原岡望さん 「例の手ですね」 

 

■「忘れた頃／例の手順」その３。 

 

飯山修さん 「瞬殺というコメントが多いと思

う 」 

 

■「瞬殺」コメントその２．瞬殺コメントは２

件でした。 

 

ミニベロさん 「忘れた頃にやってくるこの

順。」 

 

■「忘れた頃／例の手順」その４。やはり、こ

の手のコメントが最多の４件でした。 

 

中村丈志さん 「これで正しいのか？」 

 

■はい、正解手順です。 

 

占魚亭さん 「これしか考えられないけど……

（自信なし）。」 

 

■玉以外の駒でも可能な気がすると自信が無く

なるパターンですね。 

**************************************************** 

正解：１１名 

テイエムガンバさん 諏訪冬葉さん ＮＡＯさ

ん RINTARO さん はなさかしろうさん ほっ

とさん 原岡望さん 飯山修さん ミニベロさ

ん 中村丈志さん 占魚亭さん 

**************************************************** 

 

 

 

１５７ -２ 中級  けいたん  作  

同種の大駒がある筋が２つ   １０手  

 

「10 手で詰みか」  

「６手を指した局面では、同種の大駒がある筋

が２つあったね」  

「駒成はないな」  

「玉の手はあるが金銀の手はないね」  

さて、どんな手順だったのでしょうか。  

 

（条件）  

 

・10 手で詰み  

・６手を指した局面では、同種の大駒がある筋

が２つあった  

・駒成なし  

・玉の手はあるが金銀の手なし  

****************************************************  

出題のことば（担当 Pontamon）  

 ６手の局面はいろいろあるが、そこから４手

で詰ますならどんな６手局面？  

作者ヒント  
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 飛の筋と角の筋は隣同士（けいたん）  

締め切り前ヒント  

 ６手を指し終わって３筋には角２枚。４筋の

飛２枚はそのまま動きません  

余詰修正  

会話：「金の手はないね」⇒「玉の手はあるが

金銀の手はないね」  

条件：「・金の手なし」⇒「・玉の手はあるが

金銀の手なし」  

****************************************************  

推理将棋１５７ -２ 解答 担当  Pontamon 

 

▲76 歩、△42 飛、▲33 角不成、△同角、▲

48 飛、△36 角、▲77 桂、△同角不成、▲58

玉、△46 桂  まで 10 手  

 

（条件）  

・10 手で詰み  

・６手を指した局面では、同種の大駒がある筋

が２つあった（４筋の飛：２手目△42 飛－

５手目▲48 飛、３筋の角：４手目△33 同角

－６手目△36 角）  

・駒成なし（３手目▲33 角不成、８手目△77

同角不成）  

・玉の手はあるが金銀の手なし（９手目▲58

玉）   

 

詰上り図  

  

 

６手を指した時点で同種の大駒が同じ筋に

あるというパターンを考えてみます。  

 

まず、▲76 歩、△34 歩、▲22 角不成、△

同飛の４手を指すと先手も後手も角を持ち駒に

していて２筋には飛が２枚配置された局面にな

ります。２筋に４枚の大駒があるのは条件違反

になるので、２筋以外の筋へ５手目と６手目に

角を打てば条件クリアです。この手筋だと後手

の大駒は自由に打った角と使いにくい 22 に居

る飛だけなので、６手目に打つ角は詰みを見越

しての駒取りを掛ける位置への角打ちになりま

す。参考 1 図はその一例です。詰んでいるの

ですが、最終手は禁じられている金の着手にな

っているので失敗です。  

 

参考１図  

  

 

参考 1 図：▲76 歩、△34 歩、▲22 角不成、

△同飛、▲56 角、△58 角、▲38 金、△69 角

不成、▲16 歩、△58 金  まで 10 手  

 

６手目のあとの別の大駒配置パターンを考えて

みると、▲76 歩、△34 歩のあと、先手の角が

移動して、その角を△同角で取る手順がありま

す。後手は持ち駒の角を６手目に角を取った筋

の別の段へ打つことになります。先手は５手目

に▲88 飛を指せば、２つの筋で同種の大駒が

２つある配置になります。この配置だと後手は

88 の飛を△88 角不成でとることができるので

有望かと思いましたが取った飛を打つのが最終

手になるので詰み形は無さそうです。  

 

次のパターンは先手の角の手を△同角で取らせ

るという意味では今のパターンと同じですが、

その地点が 33 であれば後手の２手目が自由に

なります。このパターンで進めて詰ましたのが
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参考 2 図です。３手目の▲33 角不成が王手に

ならないように２手目を△42 飛としたのでは

なく、先手の▲48 飛が玉の退路を塞ぐように

するために４筋へ飛を振っています。２枚角の

攻めで詰ましているのですが、最終手の△67

角不成を支えるために８手目が△77 角成の駒

成をしているので条件をクリアできませんでし

た。  

 

参考２図  

  

 

参考 2 図：▲76 歩、△42 飛、▲33 角不成、

△同角、▲48 飛、△34 角、▲58 玉、△77 角

成、▲66 歩、△67 角不成  まで 10 手  

 

駒成があって失敗した参考 2 図の手順でし

たが、先手の飛を玉の退路封鎖に利用するアイ

デアは良さそうです。後手は６手目に３筋へ角

を打たなければいけませんが、攻め方によって

角の打ち場所を後手が決めることができるので

詰み形を検討してみます。玉の退路封鎖に飛を

使う場合、よく出てくるのは▲68 飛ですが、

68 地点に先手駒があると後手の 33 の角を使い

難く、６手目に３筋へ打つ角を△38 角にして

金を取っても飛が 68 に居るのでは頭金にもで

きません。そもそも金は使えないので△29 角

不成で桂を取ったとしても△47 桂の吊るし桂

にはできません。  

 

となると参考 2 図のように飛は４筋になり

そうです。では３筋への角打ちをする地点はど

こでしょう？△34 角からの２枚角は失敗しま

したし、△38 角もダメ。△32 角は論外なので

△35 角か△36 角のどちらかでしょう。△35

角の場合は、71 の銀を取って△57 銀までの形

で詰ます手順がありそうですが、△68 角不成

の手が必要なので手数オーバーになります。  

 

どうやら、６手目の角打ちは△36 角のよう

です。この６手目後の配置から後手の２手で詰

みに持って行く必要があります。後手に残され

た手数は２手なので、指すとすれば８手目に駒

を取って、10 手目にその駒を打って詰める手

順になりそうです。８手目に△99 角不成で香

を入手して△58 香で王手をしても▲同玉なの

でいけません。６手後の盤面を見ていると▲

58 玉の形だと 47 の歩を 36 の角でピンした状

態なので△46 桂での王手がありそうです。そ

のためには後手は桂を入手する必要があります

が、先手の▲77 桂を△同角不成で取れば玉の

退路の 59 地点と 68 地点をこの角で抑えるこ

とができます。初手から、▲76 歩、△42 飛、

▲33 角不成、△同角、▲48 飛、△36 角のあ

と▲77 桂、△同角不成の王手に▲58 玉と逃

げ、△36 桂での詰みとなりました。  

 

余詰について  

 

６手を指した時点で同種の大駒が同じ筋に

あるというパターンを説明していたのに、先手

角を同飛で取る手順が抜けていました。つま

り、▲76 歩、△32 飛、▲33 角不成、△同

飛、▲38 飛、△２筋への角打ちの手順です。

また、銀を入手して△57 銀と打つ手で詰む７

手詰のパターンもありました。33 で角を取っ

てから打つのではなく、盤上の角移動だけで同

じ筋に先後の角を配置する手順がありました。  

 

両王手  

▲76 歩、△32 飛、▲33 角不成、△同飛、▲

38 飛、△26 角、▲68 銀、△37 飛不成、▲46

歩、△57 飛不成  まで 10 手  

 

７手詰の基本の詰み上がり  

▲68 銀、△34 歩、▲79 角、△77 角不成、▲

96 歩、△22 飛、▲58 玉、△68 角不成、▲56

歩、△57 銀  まで 10 手  

▲76 歩、△14 歩、▲55 角、△13 角、▲88

飛、△57 角不成、▲48 銀、△同角不成、▲58

玉、△57 銀  まで 10 手  
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それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

（短評）  

 

諏訪冬葉さん 「金銀と成なしだと金駒がない

ので両王手を中心に読んでました。（成ありな

ら 8 手で詰むのに・・・）」  

 

■金銀の使用が禁止されたので次は桂利用を考

えるという思考の他に飛角での両王手や歩突き

の空き王手もありそうですね。  

 

ＮＡＯさん 「３筋の角と４筋の飛。この組合

せはなかなか思いつかなかった。「金なし」「銀

なし」「玉あり」３条件の２つを満たすもの

は、いくつかの手順が浮かぶが３つともとなる

と難問。」  

 

■投稿時の条件は「金銀釘付け」だったので、

金や銀を取る手も禁じられていると桂の利用が

浮かび易かったですね。  

 

RINTARO さん 「これまで解いたけいたんさ

んの作品の中で 1 番かも。」  

 

■詰み形の最短は９手の▲76 歩。△34 歩。▲

22 角不成。△33 桂。▲同角不成。△52 玉。

▲74 角。△62 飛。▲64 桂  ですが、先後を変

えて余裕手△42 飛を追加することで詰み形が

思い浮かび難い条件にすることができていま

す。  

 

はなさかしろうさん 「なるほど…この詰形は

9 手でも盲点になりそうですが、9 手ではたく

さんある非限定を 1 手足して一気に解消して

いるんですね。第一感の両王手が外れたのでか

なり悩みました。」  

 

■１手増やすことによって条件数を減らしたり

非限定回避できる場合がありますね。  

 

ほっとさん 「余詰順を利用して何局か作れそ

う。」  

 

■出題作の派生作のみならず、余詰順や解説の

失敗手順なども活用して、皆さんに作品化にチ

ャレンジしていただきたいですね。  

 

原岡望さん 「角二枚が後手とは。ヒント頼み

です」  

 

■担当は逆で、角は利きがぶつかっているの

で、どちらかが角を取って打つか双方で角を取

って同じ筋へ打つしかないと思い込んでいたの

で余詰を見逃してしまいました。  

 

飯山修さん 「てっきり 77 角 76 角の詰み形

だと思っていたので吊し桂には頭がいかず大苦

戦。最後は余詰順探しを  しようと思ってい

た。」  

 

■詰み上がりで同種の大駒が同じ筋なら、▲

76 歩、△34 歩、▲77 角、△同角不成、▲58

玉、△85 角、▲66 歩、△22 飛、▲48 金、△

76 角の手順がありますね。  

 

ミニベロさん 「作意順は見えにくい。6 手目

までの条件が旨い。詰め上がり型は既視感たっ

ぷりだが、この作家のスキマ技術ですね。」  

 

■６手を指した大駒配置の条件をクリアすれ

ば、自然にあと４手で詰む気がする易問に見え

てしまう罠。  

 

中村丈志さん 「最後の桂がなかなか浮かびま

せんでした。」  

 

■後手の残り２手は、桂取りと桂打ちだけど、

６手を指した局面からは思い浮かび難い形です

ね。  

 

占魚亭さん 「48 飛を活かそうとすると、こ

の形しかありませんね。」  

 

■その詰み上がりに気付くかがカギで、詰み上

がりが見えていないと５手目と６手目も出て来

ない。  

****************************************************  

正解：１１名  

テイエムガンバさん 諏訪冬葉さん ＮＡＯさ

ん RINTARO さん はなさかしろうさん  

ほっとさん 原岡望さん 飯山修さん ミニベ

ロさん 中村丈志さん 占魚亭さん  



 

 

 

 

85 

****************************************************  

１５７ -３ 上級  チャンプ  作   

美野樫９兄妹再来！     １８手  

 

六実「なんか招待状みたいのが届いてるわよ

~」  

隆二「兄貴、どうやら長らく中止してた町の将

棋まつりのイベントがあるみたいだぜ?」  

健一「おぉ? 久々じゃねぇか !」  

四郎「しかも僕たちには席上対局を用意してあ

るって書いてあるよ?」  

七海「それは大変光栄なことですね」  

九美「ウチも、行ってみたいなぁー」  

源三「招待されたら全員参加するしかなさそう

やな」  

圭五「腕が鳴る !足が鳴るぜぇええ !そうとなり

ゃ試合に備えて一っ走りだ !うぉおおー !」  

八重「何をしに行くつもりよ・・・」  

 

・・・イベント当日・・・  

 

九美「対戦相手はあの人みたいだねぇー、私た

ちが後手だって、みんな頑張ろうねぇー」  

 

・・・対局開始・・・  

 

八重「18 手で我が軍の勝利です」  

圭五「みたか !俺の必殺シュート !」  

六実「成る手は無かったけど余裕~♪余裕~

♪」  

四郎「ちょうど皆、１手ずつ指せて良かった

ね」  

隆二「お互い持ち駒を使い切ったいい一局だっ

たな」  

源三「しかし、なんやえらい王手の多い将棋や

ったな」  

七海「・・・察するに４種類の駒による王手が

全部で８回あったかと」  

健一「久々だったが全員腕は鈍ってなかったみ

てぇだな !」  

さて、どんな手順だったのでしょうか。  

 

（条件）  

 

・18 手で詰んだ。  

・後手は１筋～9 筋の手を１回ずつ着手した。  

・成る手は無く、４種類の駒による王手が計８

回あった。  

・終局時、お互いの持ち駒は無かった。  

****************************************************  

出題のことば（担当 Pontamon）  

 王手を掛けた４種の駒のうち２種はすぐ思い

付きますが、さて残りの２種は？  

作者ヒント  

 後手は全ての筋で１回のみの着手。となると

1、2 筋は特に鬼門。遠くから王手の出来る

駒を入手する必要がありそうです。（チャン

プ）  

締め切り前ヒント  

 王手の４種の駒と回数は、角３回、飛は連続

３回、桂１回、金１回。  

****************************************************  

推理将棋１５７ -３ 解答 担当  Pontamon 

 

▲76 歩、△34 歩、▲77 桂、△同角不成、▲

68 飛、△同角不成、▲同玉、△18 飛、▲28

角、△同飛不成、▲48 金、△同飛不成、▲77

玉、△85 桂、▲86 玉、△59 角、▲96 玉、△

95 金 まで 18 手  

 

（条件）  

・18 手で詰んだ。  

・後手は１筋～9 筋の手を１回ずつ着手した。

（２手目△34 歩、４手目△77 同角不成、６手

目△68 同角不成、８手目△18 飛、10 手目△

28 同飛不成、12 手目△48 同飛不成、14 手目

△85 桂、16 手目△59 角、18 手目△95 金）  

・成る手は無く、４種類の駒による王手が計８

回あった。（４手目△77 同角不成、６手目△68

同角不成、８手目△18 飛、10 手目△28 同飛

不成、12 手目△48 同飛不成、14 手目△85

桂、16 手目△59 角、18 手目△95 金）  

・終局時、お互いの持ち駒は無かった。   

 

 

 

 

 

詰上り図  
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後手の手は各筋１回ずつで、８回の王手を

する必要があります。２手目の△34 歩は角が

出ていくために必須な手なので、王手を掛けな

い筋の着手は２手目の△34 歩だけなのが分か

ります。つまり、４手目以降の８手全ては王手

の手を指す必要があります。４手目の 77 地点

での角不成の手が最初の王手になるので先手玉

は居玉の状態のはずです。この王手に対して▲

68 飛として△同角不成で飛を取れば、このあ

と△12 飛を指して、遠い１筋からの王手が可

能になります。その後は２筋の合駒を△同飛不

成、４筋の合駒を△同飛不成で王手していきま

す。この方針で詰めてみたのが参考 1 図で

す。しかし、後手の持ち駒の角が余ってしまい

ましたし、最初の王手と最終王手が７筋で重な

ったため手数オーバーの 20 手でした。  

 

参考１図  

  

 

参考 1 図：▲76 歩、△34 歩、▲77 角、△同

角不成、▲68 飛、△同角不成、▲同玉、△18

飛、▲28 角、△同飛不成、▲48 銀、△同飛不

成、▲58 金左、△同飛不成、▲77 玉、△88

角、▲86 玉、△95 銀、▲75 玉、△74 金  まで

20 手  

 

やり直しの参考 2 図は参考 1 図の 11 手目か

らの変化になります。11 手目の合駒を▲48 銀

にすると 18 手目が△95 銀になるので▲85 玉

へ逃がしてしまうので 12 手目に同飛で取る駒

を金にしました。まだ△48 同飛不成の王手に

対して５筋での合駒ではなく玉を 77 へ逃げる

手にしてみたところ、丁度 18 手で詰ますこと

ができました。参考 1 図では余ってしまった

角は 12 手目の５筋での王手がなくなったので

16 手目に△59 角と打って王手することがで

き、これで無事解けたと思ったところ、王手を

した駒種は、角、飛、金の３つだけだったので

条件をクリアできませんでした。  

 

参考２図  

  

 

参考 2 図：▲76 歩、△34 歩、▲77 角、△同

角不成、▲68 飛、△同角不成、▲同玉、△18

飛、▲28 角、△同飛不成、▲48 金、△同飛不

成、▲77 玉、△88 角、▲86 玉、△59 角、▲

96 玉、△95 金  まで 18 手  

 

参考 1 図では角と飛以外に王手する駒として

金銀があって４種でしたが持ち駒に角が余って

しまいました。後手に角が余るのなら、▲76
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歩、△34 歩、▲77 角、△同角不成、▲68

飛、△同角不成、▲同玉、△18 飛、▲28 銀、

△同飛不成、▲48 金、△同飛不成、▲77 玉、

△88 角、▲86 玉、△85 銀、▲95 玉、△94 金

の手順にすれば、王手の駒種は４つで後手の持

ち暇は余りませんが先手の持ち駒としてやはり

角が余ってしまいました。この手順でも参考 1

図でも参考 2 図でも▲77 玉には△88 角の８筋

からの王手をするには、88 の初期配置の角を

どかす必要がありました。▲77 玉の次の手で

△59 角を打つと玉は 86 地点へ行けません。△

86 角の王手をすると▲同玉なので先手の持ち

駒が増えてしまいます。  

 

この問題を整理して解決するための要点は  

１．８筋の手での王手、88 の角を後手に渡さ

ず▲68 同玉で取った元々後手の角だけを後手

に渡す  

２．▲77 玉に対して８筋着手での王手は△88

角以外の手で王手する  

３．８筋着手で王手した駒を▲同玉で取られて

はいけない  

４．王手する駒種４つのうちの３つは、角、

飛、金  

になります。  

 

王手する駒種を１つ増やす必要があるので、残

ってする駒種は歩か香か桂ですが、77 の玉に

対して８筋の香打ちでの王手はできないし歩は

二歩で使えません。となると必然的に桂での王

手、つまり△85 桂の王手になります。そのた

めには後手は桂を入手しておく必要があるの

で、３手目は▲77 角ではなく▲77 桂になりま

す。初手から▲76 歩、△34 歩、▲77 桂、△

同角不成、▲68 飛、△同角不成、▲同玉とし

て、１筋と２筋からの王手は取ったばかりの飛

を打って王手します。８手目から△12 飛、▲

28 角を打って後手が△59 角での王手を指せる

ようにします。次の 48 地点で角を渡すには９

手目の合いは▲28 銀になってしまうので最終

手△95 銀では▲85 玉と逃げられてしまいま

す。10 手目から△28 同飛不成、▲48 金、△

同飛不成で金を後手に渡します。13 手目から

▲77 玉、△85 桂、▲86 玉、△59 角、▲96

玉、△95 金で詰みとなりました。  

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

（短評）  

 

諏訪冬葉さん 「7 手目の角取りが全く見えず

苦戦しました。」  

 

■攻め駒の中心になる角を取られる手は考えに

くいですね。  

 

ＮＡＯさん 「王手 8 回のうち、1～2 回は先

手かな、となんとなく解き始めると苦戦。後手

からの連続王手を考えたら流れるように手が続

く。1,2,8,9 筋が使いにくいが 1 筋の飛打ちか

ら巧く手が繋がった。」  

 

■３手目▲33 角不成の初王手を△同角で取っ

たり、▲33 角不成の王手に続けて▲42 角不成

や▲51 角不成で王手してから後手に角を取ら

せると、△15 角の角打ち王手に▲26 歩、△同

角と進めれば王手し難い１筋と２筋着手での王

手も実現できそうに見えます  

 

RINTARO さん 「4 手目以降、後手の指し手

は全て王手なので考えやすかったです。」  

 

■３手目の▲33 角不成の王手の手を思考から

除外できれば、残りの後手の手は全て王手の手

になりますね。  

 

はなさかしろうさん 「美野樫９兄妹条件、面

白いですね。独特なので解くときに考え方を頭

に染み込ませる感じがします。28 で銀でなく

角を手放すのが鍵で 59 角から大きな詰形がで

きました。」  

 

■▲28 銀と▲48 角で銀と角ょ渡すと、最終手

が△95 銀になり、▲85 玉で桂を取られて逃げ

られてしまいます。角の渡し場所が上手く限定

されていました。  

 

ほっとさん 「全く想像がつかずに最終ヒント

待ち。少ない条件でうまくまとまっている。」  

 

■王手する駒種と回数が締め切り前ヒントでし

たが、角の王手３回と聞くと▲33 角不成での

王手も再検討が必要になると予想しましたが、

甘過ぎとの短評もありました。  
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原岡望さん 「桂の使い道が分かって解決」  

 

■王手した駒種が４種の情報だと、飛角金銀を

予測するのが普通かと。桂に目を付けたのが鋭

い推理だったようです。  

 

飯山修さん 「すべて後手側王手なのは意外。

てっきり 33 角同角が入ると思ってた。最終ヒ

ントはバラし過ぎの  気もするが新春初売り大

サービスですね  」  

 

■▲33 角不成の初王手に△同角で角を入手し

て、△77 角不成の王手と角打ちでの王手で角

王手３回と考えると容易には解けないはずだっ

たのですが．．．。  

 

ミニベロさん 「手が広くて景色が見えないの

でヒント待ち。締め切り間際に無理やり解いた

が、一応条件は満たしていると思う。」  

 

■先手の角が全く動かず、後手角を取ってから

後手へ差し出し、後手はその角を取ってからの

角打ちで王手するという絡繰りでした。  

****************************************************  

正解：８名  

諏訪冬葉さん ＮＡＯさん RINTARO さん  

はなさかしろうさん ほっとさん 原岡望さん  

飯山修さん ミニベロさん  

****************************************************  

（総評）  

 

RINTARO さん 「2 は傑作、3 は好作、1 は

戯作。本年も 1 年間解答できてよかったで

す。来年も 1 年間解答できるよう頑張りま

す。」  

 

■年間の解答者を集計してみました。全 23

名、のべ 159 名だったので月平均 13.25 名。

最近、解答者が減って来ているのが気になりま

す。2023 年も解答、よろしくお願いします。  

 

ほっとさん 「結局 2022 年中に解き切れ

ず。」  

 

■月末～締め切り日での解答が多かった印象で

すが、年度またぎはやはり気になりますね。  

 

原岡望さん 「今回は珍しく〆切前の解答で

す。春から縁起がいいです。本年もよろしくお

願いします」  

 

■その勢いで年賀推理を解いて行きましょう。

本年もよろしくお願いします。  

 

飯山修さん 「年賀推理は手古摺りそう。今年

は締め切りギリギリ解答の連続の予感が。」  

 

■年賀推理で手古摺りそうなのは上級の３作。

35 手や 61 手は長手数なので取っ付きにくい気

がするだけです。  

****************************************************  

推理将棋第１５７回出題全解答者： １１名  

テイエムガンバさん 諏訪冬葉さん ＮＡＯさ

ん RINTARO さん はなさかしろうさん ほ

っとさん 原岡望さん 飯山修さん ミニベロ

さん 中村丈志さん 占魚亭さん  

****************************************************  

 

推理将棋 2022 年全解答者： ２３名（のべ

159 名：月平均 13.25 名）  

 

ＮＡＯさん RINTARO さん エレーンさん  

けいたんさん さつきさん ジェシーさん  

チャンプさん テイエムガンバさん はなさか

しろうさん べべ＆ぺぺさん ほっとさん  

ミニベロさん 原岡望さん 山下誠さん 小山

邦明さん 諏訪冬葉さん 占魚亭さん 川石隆

志さん 中村丈志さん 飯山修さん 斧間徳子

さん 桝彰介さん 緑衾さん  

****************************************************  
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協力詰・協力自玉詰 解付き #9 
 担当：駒井めい 

 

協力詰と協力自玉詰を解付き

で出題するコーナーです。今回は

協力詰が2作、協力自玉詰が1作

です。 

 

作品募集 

〔募集作品〕 

9手以下の協力詰、協力自玉詰。 

受先、受方持駒制限、双玉、複数解、ツインは

可。フェアリー駒など、その他フェアリールールの

追加は不可。 

〔投稿締切〕 

2023年3月15日（水） 

〔投稿先〕 

下記どちらかの方法で投稿してください。 

・メール：meikomaivtsume▲gmail.com 

※▲を@に置き換えて送信してください。 

・TwitterのDM：@MeiKomai_Tsume 

〔投稿時の記載内容〕 

・作者名（ペンネーム可） 

・作品図面 

・ルール名、手数、ツインなどの問題設定 

・作意手順 

・狙いなどの作者コメント（省略可） 

〔その他〕 

フェアリー詰将棋の検討ソフトとしてfmやfmza

があります。Onsite Fairy Mateよりダウンロード

できます。 

http://k7ro.sakura.ne.jp/ 

 協力詰や協力自玉詰のルールに詳しくない方

は、過去に掲載された入門記事をご覧ください。 

・協力詰超入門：第162号  pp.53～55 

・受先協力詰超入門：第163号  pp.54～57 

・協力自玉詰超入門：第164号  pp.48～51 

 

 

 

 

出題 

〔協力詰〕 

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。

偶数手数の場合は受方から指し始める。無駄合

の概念はなく、合駒は全て有効。 

 

■ 9-1 北村太路  

 

 

■ 9-2 北村太路  
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〔協力自玉詰〕 

先後協力して最短手数で攻方の王を詰める。

奇数手数の場合は受方から指し始める。無駄合

の概念はなく、合駒は全て有効。 

 

■ 9-3 駒井めい 

 

 

※解答・解説は次のページに掲載。 

 

****************************************

～フェアリー雑談～ 

「アナグラム」という変則ルールを紹介します。 

 

 

※詳細はWFP第46号「WFP作品展番外 アナ

グラム協力詰」をご覧ください。 

 

それではアナグラム協力詰の例題です。受方

から指し始めます。 

 

14銀  26銀  

25銀  15銀  

26銀  14銀  

15銀  25銀  迄8手  

 

単なる協力詰なら受方が初手15銀と打って、

攻方が2手目25銀とすれば詰め上がり。しかし、ア

ナグラムルールの条件を満たすためには、最終的

な詰手順の中に受方にも25銀、攻方にも15銀の

着手がないといけません。つまり、受方は25の地

点を経由して15の地点に、攻方は15の地点を経

由して25の地点に銀を動かす必要があります。双

方の銀は14・15・26・25の４地点を結ぶ経路を動

いていけばよさそうです。受方銀は14の地点から

スタートして25→26→15、攻方銀は26の地点から

スタートして15→14→25と進めば、アナグラムル

ールの条件を満たした上で玉を詰ますことができ

ます。例えば、受方が初手で指した14銀は、攻方

が6手目に指しています。双方の着手に同一の符

号が存在していることをご確認ください。 

作例は非常に少ないですが、パズル的な面白

さがあるルールです。 

**************************************** 
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【アナグラム】  

攻守双方は順番が異なる以外同じ手を指す。  

（補足）  

1) 手の同一性は棋譜上の一致で判断する。  

2) 特に注釈がない限り攻方王手義務なし。  
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解答・解説  

■ 9-1 北村太路  

 

 

【解答】 

49角  同龍  39桂  16玉  27金  迄5手  

 

 

【作者コメント】 

狙いは受方の「逆王手」２回と、駒を取る方では

なく捨てる方が正解、という点です。 

 

【解説】 

攻方の王手に対して受方が詰まないように抵

抗するのが普通の詰将棋ですが、協力詰では受

方が詰むように協力します。普通の詰将棋なら初

手36角と香を取っても2手目同玉と角を取って何

ともありません。協力詰ならこの角を取らない応手

ができるので有力そうに見えます。しかし、2手目

16玉に3手目27金と打っても、4手目同香成とさ

れてしまいます。もし攻方王がいなければ3手目

28桂に4手目同香生と香を吊り上げて、5手目27

金で詰ますことができます。受方25香の利きが攻

方王に当たってしまうのが問題なのです。受方玉

を2筋で詰まそうとしても逃げ道が豊富で、到底5

手では捕まりそうにありません。やはり受方玉を1

筋に追い込むしかなさそうです。 

代えて初手28金とするのはどうでしょうか。受方

25香の利きが攻方王に当たるのを予め防ぐ手で

す。強力な金を手放してしまいますが、以下16玉  

49角  38金  同角  同香生  17金打と進めれば、

金を再入手して受方玉を詰ますことができます。

しかし、この手順は詰ますのに7手かかっているの

で失敗です。 

困ったようですが、初形で受方43龍に注目して

みます。受方玉から離れた地点にいるので詰ます

上で無関係な駒に見えます。もしこの龍がいなけ

れば、初手36角 /39桂 /19桂に2手目16玉と進め

て、3手目27金と打てば受方玉が詰むのです。こ

のとき、受方25香は攻方52角の利きで動けなくな

っています。では、受方43龍を退かして攻方52角

の利きを通すにはどうしたらよいでしょうか。 

初手49角に2手目同龍とするのが解決策。これ

で攻方52角の利きが通りました。しかし、攻方王

に逆王手がかかっています。3手目39桂とするし

かなく、4手目16玉と逃げると、再び攻方王に逆

王手がかかってしまいます。ただ、これには狙い通

り5手目27金と打てば詰め上がりです。 

受方が詰みに協力してくれているはずですが、

受方の応手は全て攻方王への逆王手というのが

本作の見所。特に初手は香を取る手が見えるだ

けに、角を捨てて逆王手をかけさせる展開には驚

いたことでしょう。 
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■ 9-2 北村太路  

 

 

【解答】 

66金  同角生  48桂  46玉  56金  迄5手  

 

 

【作者コメント】 

狙いは受方開王手２回です。攻方着手が全部

打ちになって攻方は駒取をしなくて済んだので少

しいいかなと思います。 

おぼろげに受方開王手３回も考えましたが７手

で連続３回も厳しそうですし、コーナーに合わせて

９手以内３回だと１回開王手しないのがかえって

手を広げ余詰消しが大変そうだなと思っていま

す。 

 

【解説】 

攻方の持駒は金2枚・桂1枚と豊富です。しか

し、受方48角や受方56玉が動けば攻方王に王

手がかかってしまいます。そうは言っても、どちらも

動かさずに5手で詰ますのは難しそうに見えます。

せめて受方55香による逆王手を予め防ごうと、初

手57金に2手目同角生とするのはどうでしょうか。

受方38龍からの逆王手がかかっているので、3手

目48桂とするしかありません。4手目46玉に対して

5手目36金 /57金どちらでも、受方龍で取られて

詰んでいません。受方龍の利きをなんとかするの

が優先事項のようです。 

代えて初手66金とするのが正解。以下、同角

生  48桂  46玉と進めると、攻方王は二回も逆王

手をくらってしまいます。受方76龍の利きが受方

角で遮られているのが先程との違いです。5手目

56金とすれば詰め上がり。6手目56同香と金と取

ろうとしても、攻方64角の利きが受方玉に当たっ

てしまうのでできません。 

前作に引き続き、攻方王に連続して逆王手を

するのが狙い。逆王手の仕方が開王手で統一さ

れています。初形で２つの受方開王手が見えます

が、攻方はどちらも受け入れなければならないの

が意表を突かれます。初手の金捨ても気持ち良

く、濃密な手順の作品です。 

 

■ 9-3 駒井めい 

 

 

【解答】 

44香  同角  23馬  同龍  迄4手  
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【解説】 

自玉詰なので受方玉ではなく攻方王を詰ます

のが目的です。攻方は自身の王が詰むように受

方玉に王手をかけます。協力ルールがあるので、

受方は攻方王を詰ますのに協力します。 

初形で攻方王の逃げ道は12の地点のみで、受

方73龍を23の地点に呼ぶのが有力そうです。た

だ、初手23馬は2手目同龍とはできません。受方

玉には両王手がかかっているので、2手目は玉を

逃げるしかありません。 

両王手になるのを避けるために、初手から12馬  

44角  23馬と攻方馬を遠回りで動かせば両王手

になりません。4手目23同龍となれば、受方龍を

23の地点に呼ぶことができます。しかし、攻方の

持駒には香があるので、5手目22香と合駒をして

受ける余地があって、攻方王が詰んでいません。

攻方は両王手を避けつつ、持駒の香を消費する

必要があります。 

代えて初手44香とするのが正解。2手目同角と

進めれば、攻方46香の利きが通るのを予め防ぐと

共に、持駒の香を消費することができます。3手目

23馬に4手目同龍とすれば、攻方王が詰め上がり

ます。今度は22の地点に合駒をする受けがありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

空きスペースコラム 

冪和の不等式（解答編）／神無太郎 

【命題】 

ὼȟώȟᾀ πȟ   ὼώᾀρのとき、 

ὼ ώ ᾀḶὼ ώ ᾀ 

が成り立つ。 

 

【証明】 

ὼḶώḶᾀとしても一般性を失わない。このと

き、ὼ Ḷώ Ḷᾀなので、チェビシェフの不等式

から、 

ὼ ώ ᾀ

σ
ẗ
ὼ ώ ᾀ

σ
Ḷ
ὼẗὼ ώẗώ ᾀẗᾀ

σ

ὼ ώ ᾀ

σ
 

また、相加平均相乗平均の関係から、 

ρ ὼώᾀḶ
ὼ ώ ᾀ

σ
 

これら 2 つの不等式から、 

ὼ ώ ᾀḶὼ ώ ᾀ 

となる。 

 

【補足】 

すみません、チェビシェフの不等式について

は、インターネット検索して確かめてみてくだ

さい。 
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第4回フェアリー短編コンクール 

結果修正等の報告 担当：駒井めい 

 

第4回フェアリー短編コンクールを2022年9月

号（第171号）で出題、2022年12月号（第174

号）で結果発表を行いました。結果発表後、不完

全作などの連絡があったため報告いたします。 

 

1．第7番  kisy作 作意解の不成立 

 

1)1 қǞǭ2) ǵ ̏ș ǦǠ 

♥ǵ1ɒɶȷǵὈЋ̸ș̸ȓ 

2)1 қǞǭ3) ǵ ̏ș ǦǠ 

♥ǵ1ɒɶȷǵὈЋ̸ș̸ȓ 

3) ♥ǵ1ɒɶȷɵ ᾓ  1  

1 қ 

Ħ‼ֳᾍ ◐șֿʝᾯ ǯȆǱǠ 

 

【作意解】 

追加駒：1)受方51玉→2)攻方71龍  

→3)攻方61角  

詰手順：43角成  迄1手  

あるいは 

追加駒：1)受方51玉→2)攻方31龍  

→3)攻方41角  

詰手順：63角成  迄1手  

 

第7番kisy作について、作者より作意解が成立

していないとの報告がありました。 

 

 

【指摘解】 ※指摘者はchapigrou氏  

追加駒：1)受方51玉→2)攻方43歩  

→3)攻方72龍  

詰手順：42歩成  迄1手  

あるいは 

追加駒：1)受方51玉→2)攻方63歩  

→3)攻方32龍  

詰手順：62歩成  迄1手  

 

1)で受方51玉を追加した後に、2)で攻方71龍

（あるいは攻方31龍）と追加するのが作意解でし

た。2)で攻方43歩（あるいは攻方63歩）と追加し

てもよいため、作意解が成立していないことが分か

りました。第7番kisy作は正解なしの不完全作で

あるため、残念ながら失格といたします。 

 

2．第11番  変寝夢作 同一手順作の指摘 

推理将棋  

（条件） 

・4手で先手玉が詰まされた。 

・安北ルールで指した。 

・初手は歩の手だった。 

 

【作意解】 

76歩  44歩  68王  76桂  迄4手  

 

泰永三二朗氏より2023年1月号（第175号）

「短コン衝突事件」で報告があった通り、第11番

変寝夢作には同一手順の作品（出口信男作 カ

ピタン19号  1980年8月）がありました。ただ、出口

信男作は将棋パズルとしての出題で、第11番変

寝夢作は推理将棋としての出題です。出題形式

が異なるため、第11番変寝夢作については特に

結果の修正を行いません。 

 

3．結果の修正 

これらを踏まえ、順位に変動がありました。以下
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の通り順位を修正いたします。修正箇所は赤字で

示しています。 

 

 

順位  作品  

1 第 5 番 真 T 作  

2 第 17 番 真 T 作  

3 
第 1 番 藤原俊雅作  

第 2 番 藤原俊雅作  

5 

第 9 番 springs 作  

第 12 番 駒井めい作 

第 15 番 馬屋原剛作  

8 

第 7 番 kisy 作  

第 10 番 たくぼん作 

第 27 番 占魚亭作  

11 10 

第 13 番 伊達悠作  

第 18 番 変寝夢作  

第 21 番 神在月生作  

14 13 
第 16 番 伊達悠作  

第 22 番 青木裕一作  

16 15 

第 3 番 さんじろう作 

第 6 番 馬屋原剛作  

第 11 番 変寝夢作  

第 14 番 藤原勝博作  

第 19 番 springs 作  

21 20 

第 23 番 上谷直希作  

第 25 番 羽毛布団作  

第 26 番 占魚亭作  

24 23 第 24 番 さつき作 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔駒全マネ取禁：例題集解答〕  

(1) 12 歩  22 歩  21 王  まで  3 手  

 

(2) 32 銀  22 銀  42 王  まで  3 手  

 

(3) 23 金  14 金  22 王  まで  3 手  

 

(4) 22 飛  11 飛  13 王  まで  3 手  

 

☆今回の例題はすべて攻方玉を動かして受方玉

を仕留める筋です。「駒全マネ禁」と異なり、

駒取りでない移動はできるので、いきなり攻

方玉で王手を掛けても詰みません。下準備と

して、逃げる先に攻方駒が利いているか、駒

取りになる状況を作ります。  

2 手目に「打」ができるのも「駒全マネ取禁」

が「駒全マネ禁」と異なる所。これを利用し

て受方玉の移動範囲を狭めてから、攻方玉で

仕留めます。  

3 2 1

( )

︡

4 3 2 1

( )

︡

4 3 2 1

( )

︡

4 3 2 1

( )

︡
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第2回最後の１ピース作品展 
 担当：馬屋原 剛 

〇はじめに  

「最後の 1 ピース」の更なる発展を願い、第

1 回に引き続き、第 2 回を開催するに至りまし

た。10 名 11 作と、多くの作品が集まり感謝に

堪えません。  

バラエティー豊かな作品群で出題順に悩み

ましたが、馬屋原が易しいと感じた順に並べま

した。とはいえルールが様々なので得意なルー

ルから取り組むのがいいと思います。1 題から

の解答も大歓迎です。  

解答が多く集まり好評であれば、第３回以降

も開催します。開催内容についてご意見があれ

ばぜひお聞かせください  

 

〇解答要綱  

・追加駒と詰手順の両方を解答してください。  

・ぜひコメントをお願いします。  

・お気に入り投票を実施します。お気に入りの

作品の番号を記入ください。何作でも可です。 

・検討はしましたが、別解が見つかる可能性は

あります。別解を発見した場合は早めにご連

絡いただけると助かります。  

・ルールは後述しましたが、不明点があれば馬

屋原まで連絡ください。  

・解答締切 : 2023 年 3 月 31 日（金）  

 

〇解答送付先  

・メール :gou.umayabara@gmail.com 

・Twitter の DM:@umanoko1525 

 

〇基本ルール  

・指定された枚数の駒を追加して、指定された

ルール、手数の完全作にしてください。  

・例えば 3 手詰と指定があった場合は、1 手詰

や 5 手詰にしてはいけません。  

・特に記載がない場合、完全限定にしてくださ

い。最終手余詰も NG です。非限定や最終手

余詰がある場合は別解扱いにはなりません。 

 

〇オプションルール  

・受方駒指定：受方の駒を盤面に追加してくだ

さい。  

・範囲指定：指定された範囲に駒を追加してく

ださい。  

・ツイン：a)と b)それぞれの追加駒と手順を解

答ください。  

****************************************** 

ルール説明  

【詰将棋】  

攻方は受方がどのように応じても詰むよう

に攻め、受方はなるべく詰まないように応じ

る。（いわゆる普通の詰将棋）  

【協力詰】  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。 

【協力自玉詰】  

先後協力して最短手数で攻方の玉を詰める。 

【受先】  

受方から指し始める。  

****************************************** 

①上谷直希 

  

②竹内亮太 
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③神在月生 

  
④青木裕一 

  
⑤せら 

  
 

 

⑥駒井めい 

  
⑦真 T 

  
⑧上谷直希 
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⑨たくぼん 

  
⑩羽毛布団 

  

 

 

 

 

⑪springs 

  

 

************************************* 
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解答募集一覧  

 

ネットでのフェアリー詰将棋の解答募集締切一

覧です。締切日が早いもの順です。解答先は各々

異なりますのでお間違えにないように。 

 

2023年2月28日 (火 ) 

 

第 1 回 Lortap 入門作品展  

フェアリー作品 １７題 

送り先：駒井めい 

meikomaivtsume[at]gmail.com 

・TwitterのDM：@MeiKomai_Tsume 

 

2023年3月10日 (金 ) 

 

推理将棋第 159 回出題 

 推理将棋 ３題 

解答送り先：TETSU（omochabako@nifty.com） 

 

2023年3月15日 (水 ) 

 

第 148 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １１題 

 

Fairy of the Forest#73  

協力詰 ４題 

送り先：酒井博久(sakai8kyuu@hotmail.com) 

 

フェアリー入門（ライフル協力詰）  

ライフル協力詰 １０題 

 

第 1 回フェアリー入門別館  

フェアリー作品 ５題 

 

《解答先》メール：伊達 悠 

（ydate_burning_beach■yahoo.co.jp）■→@に

変更 

 

2023年3月31日 (金 ) 

 

第 2 回最後の１ピース作品展  

最後の１ピース １１題 

送り先：馬屋原剛 

・メール:gou.umayabara@gmail.com 

・Twitter の DM:@umanoko1525 

 

2023年4月15日 (水 ) 

 

第 149 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １２題 

 

作品募集一覧  

 

フェアリー入門（All-in-Shogi 協力詰）  

 

投稿締切：2023 年 3 月 15 日（水）  

投稿先：伊達悠  

 （ydate_burning_beach■yahoo.co.jp）■→@

に変更  

（詳細は P72 参照）  

 

協力詰・協力自玉詰 解付き  

 

9 手以下の協力詰、協力自玉詰。  

〔投稿締切〕2023 年 3 月 15 日（水）  

〔投稿先〕  

下記どちらかの方法で投稿してください。  

・メール：meikomaivtsume▲gmail.com 

※▲を@に置き換えて送信してください。  

・Twitter の DM：@MeiKomai_Tsume 

（詳細はＰ90 参照）  

 

****************************************** 

あとがき  

 

 20 日の朝に腰の痛みで目が覚める。この痛

みは何年か前にも味わったあいつだ！そう尿路

結石！よりにもよって 20 日になるとは･･･。

痛み止めを飲みつつ水をたらふく飲みながら編

集作業です。（泣）  

たくぼん  
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